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1.0 はじめに 
PDF Stamper はＰＤＦ（Portable Document Format）文書にスタンプ付加機能をアプリケーションに追加するラ


イブラリです。 


通常スタンプは注釈（Annotation）として追加されますが、ページコンテンツに追加することもできます。スタンプ


として追加できるのは文字列、画像および図形（矩形または円形のパス）です。 
 


PDF Stamper によって生成されたＰＤＦ文書は更新された（Updated PDF）文書ではなく新規に生成されます。Ｗ


ｅｂ用に最適化されたＰＤＦ文書（Linearized ＰＤＦ）から生成されるＰＤＦ文書も新規に生成された通常の（Linearized 


ＰＤＦではない）文書となります。 


 


 


2.0 利用環境および PDF のバージョン 
PDF Stamper は以下の環境で利用できます。 


 


利用環境 Windowｓ 8、８．１、１０ 


開発環境 C/C++、C#、ＶＢ．ＮＥＴ 


 


ＰＤＦのバージョン PDF1.4 から PDF1.7 およびＰＤＦ2.0（その一部）にスタンプを付加できます。 


PDF Stamper はパスワードで暗号化されたＰＤＦ文書にもスタンプを付加できますが、スタンプが付加されたＰ


ＤＦ文書を暗号化ＰＤＦ文書として出力しません。そのため、ＰＤＦ文書に解像度や印刷の可能・不可能などの制限


項目は削除されます。なお、暗号化されたＰＤＦ文書にスタンプを付加する場合はパスワードが必要です。 


ＰＤＦ文書に付加できるテキスト文字列のフォントは「True Type 形式」または「Compact Font 形式」のＯｐｅｎＴｙｐ


ｅフォントファイルで、画像の形式は、ＰＮＧ形式、ＪＰＥＧ形式、ＴＩＦＦ形式、ＢＭＰ形式です。 


 


 


3.0 インストール 
PDF Stamper には以下のフォルダーおよびファイルが含まれます。 


 


doc 「PDF Stamper 説明書」および「使用許諾契約書」 


include C/C++で使用するためのヘッダファイル、他 


lib ライブラリ群 


sample C/C++、C#/VB.NET（Ｖｉｓｕａｌ Ｓｔｕｄｉｏ ２０17プロジェクト）サンプル コードなど 
 
開発環境に応じて適切なフォルダーにコピーして使用してください。 


PDF Stamper を使用するためにはライセンスキーが必要です。 


 


 


3.1 ファイルの概要 
PDF Stamper に含まれるファイルの概要です。 


 
lib/x86/PdfStructure.dll ＰＤＦ文書を解析・変更するためのライブラリ（３２ビット環境用） 
doc/PdfStamp 説明書.pdf 「PDF Stamp 説明」（本書） 
doc/使用許諾契約書 第５版.pdf 「PDF Stamp 使用許諾契約書」 
lib/x64/PdfStructure.dll ＰＤＦ文書を解析・変更するためのライブラリ（６４ビット環境用） 
lib/x86/PdfStructure.lib C/C++開発環境用のリンクライブラリ（３２ビット環境用） 
lib/x64/PdfStructure.lib C/C++開発環境用のリンクライブラリ（６４ビット環境用） 
lib/PdfStamperNET.dll ＰＤＦスタンプ付加機能を対象とした C#（または VB.NET）用ラッ


パーDLL 
lib/PdfStructureNET.dll PdfStructure.dll の全機能用ラッパーDLL 通常は使用し


ません。 
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include/PdfStamper.h C/C++用でＰＤＦスタンプ付加機能を対象としたヘッダファイル 
include/PdfStructure.h C/C++用で PdfStructure.dll の全機能を対象としたヘッ


ダファイル 通常は使用しません。 


sample/C C 言語のサンプルコード 


sample/C# C#言語のサンプルコード 
sample/init.xml PDF Stamper の初期設定を変更する初期化ファイルの例 
sample/電子印鑑.xml ＰＤＦ文書に追加する電子印鑑を定義するＸＭＬ文書の例 
sample/スタンプ.xml ＰＤＦ文書に追加する画像や文字列を定義するＸＭＬ文書の例 


 


ご注意ください： 


ネイティブ DLL（PdfStructure.dll）は３２ビット環境用および６４ビット環境用に最適化されています。必ず


開発・利用環境に合ったＤＬＬを使用してください。また、開発時のプラットフォームターゲットは利用環境に必ず合


致させてください。 


 
 
3.2 C/C++ インターフェース 


ネ イ テ ィ ブ Ｃ /C++ 開 発 環 境 で は ヘ ッ ダ フ ァ イ ル （ PDFStamper.h ） を 使 い 、 ラ イ ブ ラ リ


（PdfStructure.lib）をリンクしてください。実行時には PdfStructure.dllを参照できるようにしてくださ


い。 
 
 
3.3 .NET インターフェース 


ＰＤＦスタンプ追加ライブラリ（PdfStructure.dll）は．ＮＥＴアセンブリではありません。C#またはＶＢ．ＮＥＴか


らスタンプ付加機能を使うための．ＮＥＴアセンブリＤＬＬ（PdfStamperNET.dll）を参照して開発します。これら


のＤＬＬは、コンパイル・実行時において適切に参照できるようにしてください。 


 


名前空間： 
PDFTools.PDFStructure 


 
以下の手順で Stamper クラスのインスタンスを生成してください。 


Stamper stamp = new Stamper(); 
 


 


3.4 評価用ライセンスについて 
評価用ライセンス（ライセンスキー）を使って生成されたＰＤＦ文書や画像には透かしが挿入される場合がありま


す。 


 


 


4.0 スタンプ付加概要 
 


5.0 関数 – C/C++、.NET の開発環境 
Ｃ/Ｃ＋＋、および C#/VB.NET で利用する関数です。 


Ｃ/Ｃ＋＋開発環境で利用する場合は接頭辞「Mlp」を付加した関数名に読み替えてください。 
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5.1 初期化 
PDF Stamper ライブラリの使用に先立って初期化します。 


なお、ライブラリは使用後に Uninitialize メソッドを使って開放しなければなりません。 


 
int Initialize( 


string licenseKey 
); 


 
引数 


licenseKey PDF Stamper を使用するためのライセンス文字列 


 


戻り値 
ライブラリ初期化に成功すると０（ゼロ）が戻ります。それ以外の場合はエラーでその値はエラーコードで


す。 
 
 


5.2 ライセンス情報の表示および取得 
PDF Stamper の初期化の後に、そのライセンスキーの内容を文字列で表示または取得します。 


ShowLicenseInfo は結果をコンソールに出力し、GetLicenseInfo は結果の文字列を戻します。 
 


void ShowLicenseInfo(); 
 


string GetLicenseInfoStr(); 
 


引数 
ありません。 


 
戻り値 


ShowLicenseInfo は戻り値がありません。 
GetLicenseInfoStr は成功するとライセンス情報文字列が戻ります。失敗すると null 文字が戻り


ます。 
 
 


5.3 初期化ファイル（または初期化データ）を指定する 
PDF Stamper はＰＤＦ文書で指定されたフォントの代替などを初期化ファイルまたは初期化データで指定でき


ます。初期化ファイル（初期化データ）はＸＭＬ形式です。 


初期化ファイル（初期化データ）でのフォントの代替などの詳細は「6.0 スタンプ設定データ」を参照してくださ


い。 


 
int LoadInitFile( 


string initFileName 
); 
 
int LoadInitData(  //.NET 開発環境でのみ使用可能 


string data 
); 
 
int LoadInitData( 


string data 
int length 


); 
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引数 
initFileName 初期化ファイルのパス名 


data 初期化データ（XML 形式データ） 


length 初期化データのバイト数 


 


戻り値 
初期化ファイルを読み取ると０（ゼロ）が戻ります。それ以外の場合はエラーコードが戻ります。 


 
ご注意 
PDF Stamper はスタンプ付加の前にＰＤＦ文書を解析します。この解析データなどの情報はキャッシュされます。


このキャッシュよって初期化の値を変更するタイミングによっては期待する結果を得られない場合があります。 


初期化のデータを替えた場合は文書のクローズやライブラリの終了処理が必要な場合があります。 
 
 


5.4 既存のＰＤＦファイルをオープン 
スタンプを付加するＰＤＦファイル（またはデータ）をオープンします。 


PDF Stamper はパスワードで暗号化されたＰＤＦファイル（またはデータ）をオープンしスタンプを付加できます。


しかし、PDF Stamper はスタンプが追加されたＰＤＦ文書を暗号化しませんので元のＰＤＦ文書の制限項目は削


除されます。 


引数に指定されたパスワードはＰＤＦファイルがパスワードで暗号化されている場合のみ使用し、暗号化されてい


ない場合は無視されます。 


 
int OpenDoc( 


string fileName, 
string password, 


); 
 


int OpenMemDoc( 
byte[] pdfData, 
uint length 
string password, 


); 
 


引数 
fileName PDF のファイルパス 
pdfData バイト配列の PDF データ 
length PDF データのサイズ（バイト長） 
password 暗号化に使用したパスワード 


 
戻り値 


成功すると０（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 
 
 


5.5 新規にＰＤＦ文書を作成してオープン 
PDF Stamper はＰＤＦ文書を新規に作成してオープンできます。 


作成されるＰＤＦ文書は１ページで構成されその内容は白紙です。電子印鑑の素材（カスタムスタンプ）を作成す


る場合などに利用できます。 


 


int OpenNewDoc( /*.NET 開発環境のみ*/ 
float width, 
float height, 
int rotate 


); 
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int MlpOpenNewDoc( /*C/C++開発環境のみ*/ 
float width, 
float height, 
int rotate, 
void *fill 


); 
 


引数 
width 作成されるページの幅 単位は[ポイント]（１ポイント=1/72 インチ） 
height 作成されるページの幅 単位は[ポイント]（１ポイント=1/72 インチ） 
rotate 作成されるページの回転角 ０、９０、１８０、２７０を指定します。 
fill NULL を指定します。 


 


 


5.6 ＰＤＦ文書の情報 
PDF Stamper は開いたＰＤＦ文書から情報を取得できます。 


 


 


5.6.1 ＰＤＦ文書のページ数取得 
現在開いているＰＤＦ文書の総ページ数を取得します。 


 
int PageCount(); 


 
引数 


ありません 
 


戻り値 
成功するとＰＤＦ文書の総ページ数（0（ゼロ）の場合もあります）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻り


ます。なお、エラーコードは負数です。 
 
 
5.6.2 ＰＤＦ文書の許可（パーミッション）フラグ 


ＰＤＦ文書にはその文書を開いた際に変更や印刷の可否を指定するフラグがあります。PDF Stamper はこの値


を現在開いているＰＤＦ文書からパーミッション（許可）フラグ値として取得します。このフラグを評価するには、このＰ


ＤＦ文書の暗号化レビジョンも必要です。暗号化レビジョンを取得するのは「5.6.3ＰＤＦ文書の暗号化レビジョン」を


参照してください 
 


int GetDocumentInfo(DocumentOpt.PERMISSION_FLAG, out int flag); 
 


引数 
第一引数 C/C++開発環境では MLP_PERMISSION_FLAG を指定 
flag パーミッション（許可）フラグ値 


 
戻り値 


成功すると、0（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 
 


パーミッションフラグの詳細は「PDF Reference」 3.5.2 Standard Security Handler を参照してください。 


パーミッションフラグ値はＰＤＦ文書の「Standard Security Handler」ディクショナリ内のＰキーに指定された整


数値です。 
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5.6.3 ＰＤＦ文書の暗号化レビジョン 
ＰＤＦ文書が暗号化されている場合は印刷の許可などのフラグ（パーミッションフラグ）を確認しなければならな


い場合があります。以下ではこのフラグの評価に必要な暗号化レビジョンを取得します。（パーミッションフラグの取


得は「5.5.2 ＰＤＦ文書のパーミッションフラグ」を参照） 
 


int GetDocumentInfo(Document.ENCRYPT_REVISION, out int rev); 
 


引数 
第一引数 C/C++の場合は MLP_ENCRYPT_REVISION を指定 
rev 暗号化のレビジョン番号 


 
戻り値 


成功すると、0（ゼロ）が戻り、失敗した場合はエラーコードが戻ります。 


 


暗号化レビジョンの詳細は「PDF Reference」 3.5.2 Standard Security Handler を参照してください。 


暗号化レビジョンは、ＰＤＦ文書の「Standard Security Handler」ディクショナリ内のＲキーに指定された値で


す。 


 


 


5.7 指定の単一ページを画像形式ファイルに変換 
PDF Stamperはスタンプ付加の前後の指定された単一ページを画像に変換できます。 


ただし、変換された画像の解像度常に７２DPI（Dot per Inch）で非可逆圧縮の品質は７５％に固定され、それらの


変更はできません。 


ページ番号指定は最初のページを１とします。なお、ページ番号０はPDF文書の先頭ページ、負数のページ番号は


最終ページとみなします。 


変換する画像ファイルの拡張子で画像の形式が自動で判断されます。 


 
int CreatePict( 


int pageNumber, 
string outputFilePath 


); 
 


引数 
pageNumber 画像に変換するＰＤＦ文書のページ番号（先頭のページ番号は１です。） 
outputFilePath 画像のファイルパス 
 画像形式はファイルの拡張子によって以下のように自動で選択されます。 


拡張子が“png”の場合、ＰＮＧ形式の画像 
拡張子が“jpeg”または“jpg”の場合、ＪＰＥＧ形式の画像 
拡張子が“tiff”または“tif”の場合、ＴＩＦＦ形式の画像 
拡張子が“bmp”の場合、ＢＭＰ形式の画像 


 
戻り値 


成功すると０（ゼロ）が戻り、それ以外の場合はエラーコードが戻ります。 
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5.8 出力画像の色空間を指定する 
ＰＤＦ文書のページを画像に変換する際に色空間をグレースケール、白黒ディザ、白黒（２階調）画像に変換しま


す。ＰＤＦ文書の色空間は変更されません。 


規定ではＲＧＢカラーの画像に変換します。 


 
 
5.8.1 RGB カラー画像を指定 


ＰＤＦ文書のページをＲＧＢカラーの画像に変換するよう設定します。 


ＲＧＢカラー画像指定は既定値です。 
 


int SetPictureRGB(); 
 


引数 
ありません。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 
5.8.2 CMYK カラー画像を指定 


ＰＤＦ文書のページをＲＧＢカラーの画像に変換するよう設定します。 


ＰＤＦ文書で指定された色はすべてＣＭＹＫカラーに変換されますが、指定された画像形式がＣＭＹＫ色空間をサ


ポートしていない場合はＲＧＢ色空間になります。 


 
int SetPictureCMYK(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
5.8.3 グレースケール画像を指定 


ＰＤＦ文書のページをグレースケールの画像に変換するよう設定します。 


 
int SetPictureGray(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
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5.8.4 白黒ディザ画像を指定 
ＰＤＦ文書のページを白黒ディザ（Floyd-Steinberg ディザリング）の画像に変換するよう設定します。 


 
int SetPictureDither(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 


 


5.8.5 白黒２階調画像を指定 
ＰＤＦ文書のページを白黒２階調の画像に変換するよう設定します。 


 
int SetPictureBW(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 


5.9 出力画像の透明背景指定 
ＰＤＦ文書のページを画像に変換する際にその背景を透明に設定します。 


画像に変換した電子印鑑をワープロソフトなどで文書に貼り付ける際に、電子印鑑の背景部分が透明なため押


印したような表現ができます。 


 
int SetPicture(PictureOpt.TRANSPARENT_PICT 


PictureOpt opt, 
int  flag 


); 
 


引数 
opt TRANSPARENT_PICT を指定します。 
 （C/C++開発環境の場合は MLP_TRANSPARENT_PICT） 
flag 1（True）を指定するとそれ以降に作成される画像の背景が透明になります。 
 ０（False）を指定すると背景が不透明になります。既定値は０（False）です。 


 
注意 


透明な背景は画像形式をＰＮＧ形式またはＴＩＦＦ形式、色空間をＲＧＢ、ＣＭＹＫまたはグレースケールを指定した


場合に限り作成されます。 
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5.10 カラープロファイル 
PDF Stamper はＰＤＦ文書のページを画像に変換する際にカラープロファイルを使った色空間の変換を行いま


す。 


規定ではライブラリ内部のカラープロファイルを使って色空間を変換しますが、カラープロファイルを指定して変


換することができます。UnuseCMS()で簡易計算による色空間変換処理にすることができます。 


 
int SetRGBProfile( /*ＲＧＢカラープロファイル指定*/ 


string rgbpfn 
); 
int SetCMYKProfile( /*ＣＭＹＫカラープロファイル指定*/ 


string cmykpfn 
); 
int UnuseCMS(); /*カラープロファイルの使用を解除*/ 
int UseCMS(); /*カラープロファイルを使った色変換*/ 


 
引数 


rgbpfn ＲＧＢカラープロファイルのファイル名 
cmykpfn ＣＭＹＫカラープロファイルのファイル名 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
注意： 


カラープロファイルはシステムフォルダまたはカレントフォルダから検索されます。システムフォルダ内のカラ


ープロファイルが優先して利用されます。 
 
 
5.11 画像のサイズ 


ＰＤＦ文書では 1 ポイントを 1/72 インチとしています。PDF Stamper はこのサイズで（画像解像度を７２ＤＰＩを


最大の解像度として）画像に変換します。 
 
 
5.11.1 ページサイズの種類 


ＰＤＦ文書ではページごとにその大きさを持っています。さらに、このページの大きさ（詳細は『PDF Reference』を


参照してください）を表すために５種類の大きさ（MediaBox、CropBox、BleedBox、TrimBox、ArtBox）が用意


されています。PDF Stamper はページの大きさを取得する際や画像に変換する際の境界を指定できます。 
 


int SetPicture( 
PictureOpt opt 


); 
 


引数 
opt 利用する大きさの種類を指定します。 
 PICTURE_USE_MEDIABOX MediaBox で指定された大きさを使います。（既定


値） 


  （C/C++では MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX） 


 PICTURE_USE_CROPBOX CropBox で指定された大きさを使います。 


  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、MediaBox を


使います。 


  （C/C++では MLP_PICTURE_USE_CROPBOX） 


 PICTURE_USE_BLEEDBOX BleedBox で指定された大きさを使います。 
  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、CropBox を使


います。 
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  （C/C++では MLP_PICTURE_USE_BLEEBOX） 


 PICTURE_USE_TRIMBOX TrimBox で指定された大きさを使います。 
  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、CropBox を使


います。 


  （C/C++では MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX） 


 PICTURE_USE_ARTBOX ArtBox で指定された大きさを使います。 
  ＰＤＦ文書に指定されていない場合は、CropBox を使


います。 


  （C/C++では MLP_PICTURE_USE_ARTBOX） 
 


戻り値 
成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 


 
 
5.11.2 画像のピクセルサイズを取得 


生成される画像のピクセルサイズを取得します。 


 
int GetPicturePixel( 


int pageNum, 
out int width, 
out int height 


); 
 


引数 
pageNum サイズを取得するページの番号 
width 画像の幅（ピクセル単位） 
height 画像の高さ（ピクセル単位） 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


なお、ＰＤＦ文書ではページごとにその物理的な大きさが”MeiaBox”（PDF Reference 3.6.2 Page Tree 参照）と


して記載されています。ＰＤＦ文書での解像度 72DPI を指定して所得する画像のピクセルサイズは、この”Media 


Box”のサイズです（既定の場合）。 
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5.11.3 ページの境界ボックスの値を取得 
ＰＤＦ文書ではそのページのサイズを表すのにＭｅｄｉａ ｂｏｘ、Ｃｒｏｐ box、Bleed box、Trim ｂｏｘおよびＡｒｔ box を使


用します。なお、Media box は必ずＰＤＦ文書に指定されますが、他は省略される場合があります。 


次の関数ではこの境界ボックスの各値（単位[ポイント]；１ポイント=1/72 インチ）を所得します。境界ボックスの


幅は right – left で計算でき、高さは top – bottom で計算できます。 


GetPageBoundary 関数を使うと、各境界ボックスの値を既定値で補完した値を取得しますが、


GetPageRawBoundary 関数は PDF 文書から読み取った値をそのまま取得します。 


境界ボックスの詳細は「PDF Reference version1.7」10.10.1 Page Boundaries を参照してください。 


 
int GetPageBoundary( 


int pageNum, 
BoundaryBox kind, 
out float userUnit, 
out float left, 
out float bottom, 
out float right, 
out float top 


); 
 


int GetPageRawBoundary( 
int pageNum, 
BoundaryBox kind, 
out float userUnit, 
out float left, 
out float bottom, 
out float right, 
out float top 


); 
 


引数 
pageNum 値を取得するページの番号を指定します。 
kind 取得する境界ボックスの種類を指定します。 
 以下の値を指定します。 


MEDIA_BOX Ｍｅｄｉａ ｂｏｘのサイズを取得するよう指定 


CROP_BOX Ｃｒｏｐ box のサイズを取得するよう指定 


BLEED_BOX Bleed box のサイズを取得するよう指定 


TRIM_BOX Trim ｂｏｘのサイズを取得するよう指定 


ART_BOX Ａｒｔ box のサイズを取得するよう指定 
userInit UserUnit を取得します。（既定値は 1.0） 
left ページ左辺のＸ座標位置を取得 
bottom ページ下辺のＹ座標位置を取得 
right ページ右辺のＸ座標位置を取得 
top ページ上辺のＹ座標位置を取得 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


注意： 
各座標位置はuserUnit倍されることなく取得します。userUnit値が宣言されたＰＤＦ文書を取り扱う


場合にはご注意ください。 
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5.11.4 ページの回転角を取得 
ＰＤＦ文書ではページが回転されている場合があります。 


以下の関数でその回転角を取得します。 


なお、回転角は０°、９０°、１８０°、２７０°のいずれかです。 


 
int GetPageRotation( 


int pageNum, 
out int rotate 


); 
 


引数 
pageNum 値を取得するページの番号を指定します。 
rotate 回転の角度を取得します。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 


5.12 スタンプ設定 
ＰＤＦ文書に付加するスタンプはＸＭＬ形式設定ファイルで指定します。 


設定ファイルの詳細は「6.0 スタンプ設定データ」を参照してください。 


 


 


5.12.1 スタンプ設定データ 
スタンプ設定データ（ＸＭＬ形式データ）を指定します。 


この設定データを使ってスタンプを付加するには PaintStamp メソッドなどの実行が必要です。 


文字コードは BOM（Byte Order Mark）によって適切に処理されます。 


 
int SetStampData( 


string data 
int length 


); 
 


int SetStampData( /*C#開発環境のみ*/ 
string data 


); 
 


引数 
data スタンプ設定データ 
length data のバイト数 
 BOM（Byte Order Mark）を含みます。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
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5.12.2 スタンプ設定ファイル 
スタンプ設定ファイル（ＸＭＬ形式データ）を指定します。 


この設定ファイルを使ってスタンプを付加するには PaintStamp メソッドなどの実行が必要です。 


文字コードは BOM（Byte Order Mark）によって適切に処理されます。 


 
int SetStampFile( 


string filePath 
); 


 


引数 
filePath スタンプ設定ファイル 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 
 


5.13 スタンプ付加指定 
初期設定ファイル（データ）またはスタンプ設定ファイル（データ）で設定したスタンプを現在のＰＤＦ文書に付加


します。 


貼り付けられるスタンプはＰＤＦ文書ページの指定に関わらず正立で貼り付けられます。 


設定ファイルの詳細は「6.0 スタンプ設定データ」を参照してください。 


 


 


5.13.1 全てのスタンプを付加 
初期設定データおよびスタンプ設定データで指定された全てのスタンプを現在のＰＤＦ文書に付加します。 


 
int PaintStamp(); 


 


引数 
ありません。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）または正数が戻り、失敗すると負数（エラーコード）が戻ります。 
 


 


5.13.2 データで指定されたスタンプを付加 
スタンプ設定データで指定された全てのスタンプを現在のＰＤＦ文書に付加します。 


以前に設定されたスタンプに加えて、このメソッドで指定されたスタンプが付加されます。 


文字コードは BOM（Byte Order Mark）によって適切に処理されます。 


 
int PaintStampData( 


string data, 
int length 


); 
 


引数 
data スタンプ設定データ 
length data のバイト数 
 BOM（Byte Order Mark）を含みます。 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）または正数が戻り、失敗すると負数（エラーコード）が戻ります。 
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5.13.3 ファイルで指定されたスタンプを付加 
以前に設定されたスタンプに加えて、引数ファイルのスタンプを現在のＰＤＦ文書に付加します。 


文字コードは BOM（Byte Order Mark）によって適切に処理されます。 


 
int PaintStampFile( 


string filePath 
); 


 


引数 
filePath スタンプ設定ファイル 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）または正数が戻り、失敗すると負数（エラーコード）が戻ります。 
 


 


5.13.4 初期設定データで指定された名前付きスタンプを付加 
初期設定ファイルの名前で指定されたスタンプを現在のＰＤＦ文書に付加します。 


 
int PaintStampName( 


string name 
); 


 


引数 
name 付加するスタンプの名前 


 
戻り値 


成功すると、正数が戻り、失敗するとエラーコード（負数）が戻ります。 
 
 


5.14 現在のＰＤＦデータをファイルに出力 
現在のＰＤＦデータをＰＤＦ文書としてファイルに出力します。 


 
int SavePDF( 


string filePath, 
); 


 


引数 
filePath 出力するＰＤＦファイルのパス名 


 
戻り値 


成功すると、０（ゼロ）が戻り、失敗するとエラーコードが戻ります。 
 


 


5.15 文書のクローズ（ＰＤＦ文書処理の終了） 
オープンしたＰＤＦ文書の処理を終了します。 


 
void CloseDoc(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
ありません。 
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5.16 ライブラリの終了 
ライブラリの使用を終了します。 


 
void Uninitialize(); 


 
引数 


ありません。 
 


戻り値 
ありません。 


 


 


6.0 スタンプ設定データ 
PDF Stamper は初期化データやスタンプ設定データでＰＤＦ文書に付加するスタンプ（電子印鑑など）をあら


かじめ指定します。各データはファイルで指定することもできます。 


 


 


6.1 初期化データで指定 
初期化データはＸＭＬ形式データで、<init>をルート要素とします。 


初期化データ（またはファイル）の指定手順は「5.3 初期化ファイル（または初期化データ）を指定する」を参照


してください。 


 


<init> 初期化 
 


属性および属性値を以下のとおり指定します。この属性は必須です。 
<init>の子要素として<pdfstamp>を指定します。<pdfstamp>要素を初期化データで指定する場合は


<pdfstamp>に属性 xmlns の指定を省略できます。 
 


xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/Structure/" 
 


ＸＭＬ宣言文はその属性と共に無視されますが、データの先頭にある BOM（Byte Order Mark）によって初期


化データの文字コートが適切に認識されます。ただし、符号化形式（文字コード）は Shift_JIS、UTF-８、


UTF-16 のいずれかです。 
 


以下は初期化データの例です。 
<?xml version="1.0" ?> 
<init xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/Structure/"> 
  <pdfstamp> 
  <stamp> 


      <text value="電子印鑑" /> 
      <image src="image.png" /> 
    </stamp> 
  </pdfstamp> 
</init> 
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6.2 スタンプ設定データで指定 
スタンプ設定データはＸＭＬ形式データで、<pdfstamp>をルート要素とします。 


スタンプ設定データ（またはファイル）の指定手順は「5.3 初期化ファイル（または初期化データ）を指定する」を


参照してください。 


 


<pdfstamp> スタンプ設定 
 
属性および属性値を以下のとおり指定します。スタンプ設定データではこの属性を省略できません。 


 
xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp/" 


 
 


以下はスタンプ指定データの例です。 
<?xml version="1.0" ?> 
<pdfstamp xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp/"> 
  <stamp> 
    <text value="電子印鑑" /> 
    <image src="image.png" /> 
  <stamp> 
</pdfstamp> 


 
ＸＭＬ宣言文はその属性と共に無視されますが、データの先頭にある BOM（Byte Order Mark）によって初期


化データの文字コートが適切に認識されます。ただし、符号化形式（文字コード）は Shift_JIS、UTF-８、


UTF-16 のいずれかです。 
 
 


7.0 スタンプ設定データ詳細 
ＰＤＦ文書に付加するスタンプは常にＸＭＬ設定ファイル（またはデータ）で指定します。スタンプ内容の文字列、


画像、図形などは<pdfstamp>タグの子要素で指定しその詳細をタグの属性で指定します。 
この要素を初期設定ファイル（データ）で指定する場合は、<init>の子要素として、スタンプ設定ファイル（デ


ータ）として指定する場合はルート要素として記載します。 
各スタンプの詳細は要素の属性名と属性値で指定します。 
なお、この章で示す図は機能の説明を目的としたもので、実際の表示と異なります。 


 
 


7.1 スタンプ指定ルート要素 
初期設定ファイル（データ）またはスタンプ設定ファイル（データ）でスタンプを指定する最上位の要素です。こ


の要素がルート要素の場合は以下の属性を指定しなければなりません。 
 
<pdfstamp> スタンプ設定 


 
xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp" 
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7.2 スタンプ 
<stamp>タグで文字列や画像、枠などで構成されたひとつのスタンプを設定します。このタグに文字列、画像、


図形（矩形または円形）、枠線を子要素として記載します。 
 
<stamp> 
 


name="文字列" （省略可） 
各スタンプの識別子 
文字列にはＡＳＣＩＩ文字のみが使用できます。 
ＰＤＦ文書にスタンプを付加するスタンプをこの識別子を使って指定できます。 


 
page="<page_set>" （必須） 


スタンプを付加するページ 
以下の形式で指定できます。 
<page_set> = <page_range> [”,” <page_range>] 
<page_range> = <n> | first | last | not_first | not_last | even | odd 
| all 
 
・ ｎ: ページ番号（整数値） 先頭のページは１です。 
・ first: 先頭のページ n=1 と同じです。 
・ last: 先頭のページ 
・ not_first: 先頭以外の全てのページ 
・ not_last: 最終ページ以外のすべてのページ 
・ even: 偶数ページのすべて 
・ odd: 奇数ページのすべて 
・ all: すべてのページ 


 
layer="<place>" （省略可） 


スタンプを貼り付けるレイヤ 
以下を指定できます。 
・ annotation: 注釈として付加します。 
・ foreground: ページコンテンツに前景として（最前面に）付加します。 
・ background: ページコンテンツに背景として（最背面に）付加します。 


 
pos="<a>" | "<x> <y>" （省略可） 


スタンプの貼り付け位置 
各値は実数値です。 
省略するとＰＤＦページの左下原点位置となります。 
・ a: 横方向（x）および縦方向（y）の座標位置 
・ ｘ: 横方向の座標位置 
・ ｙ: 縦方向の座標位置 
既定値（原点）はページの左下です。 


 
alpha="<ｆ>" （省略可） 


スタンプの非透明度 
・ f: ０～１．０の正実数で指定します。既定値は１．０（非透明） 


 
blendmode="<BlendMode>" （省略可） 


スタンプ描画時の Blend Mode で layer=annotation の場合のみ有効 
既定値は”Normal” 
詳細は「PDF Reference version1.7」を参照してください。 
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creator="作成者" （省略可） 
スタンプの作成者名 layer=annotation の場合のみ指定可 


 
subject="タイトル" （省略可） 


スタンプのタイトル layer=annotation の場合のみ指定可 
 


creation="<Y>/<M>/<D> <h>:<m>:<s>" （省略可） 
mod="<Y>/<M>/<D> <h>:<m>:<s>" （省略可） 


スタンプの作成日時および変更日時 layer=annotation の場合のみ指定可 
各値は整数値です。 
省略時は現在日時となります。 
・ Y: 西暦年 
・ M: 月（１～１２） 
・ D: 日（１～３１） 
・ h: 時（0～２３） 
・ m: 分（０～５９） 
・ s: 秒（０～５９） 


 
unlock="true" | "false"  （省略可） 


スタンプを移動回転などの変更を可能にします。 
省略時は false となり、移動や回転などの変更ができません。 


 
 


7.3 文字列 
<text>タグでスタンプの文字列を描画します。このタグは<stamp>タグの子要素です。 
描画された文字列は原点を左下とした境界ボックスを有します。（下図参照） 
 
<text> 
 


value="テキスト文字列" （必須） 
スタンプの文字列指定 
文字列には漢字を含めることができます。 


 
wmode="horizontal" | "vertical" 
 （省略可） 


文字列の横書き（horizontal）・縦書き（vertical）指定 
縦書きテキスト（グリフ）を付加する場合は使用するフォントに少なくともＧＳＵＢテーブルが必要です。 
規定は横書き（"horizontal"）です。 
 


 
font-name="フォント名" （省略可） 


文字列のフォント 
font-file の指定がある場合は、そのファイル内で指定フォントを検索します。 
font-file の指定がない場合（または指定ファイルで検索できない場合）はシステム内で指定の


フォントを検索します。 
指定が省略された場合や指定フォントが検索できない場合は、システムの規定フォントを使用しま


す。 
フォントはアウトラインフォントでなければなりません。指定されたフォントがアウトライングリフを持たな


い場合は文字を表示しません。 
 


font-file="フォントファイルパス" 
 （省略可） 
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文字列のフォントのファイルパス名 
font-name で指定されたフォントをこのファイルから検索します。 
font-name が省略され font-file が指定された場合はこのファイル内のフォントを使用します。 
フォントはアウトラインフォントでなければなりません。指定されたフォントがアウトライングリフを持たな


い場合は文字を表示しません。 
 
 


char-space="<f>" （省略可） 
指定文字列を表示する場合の文字間隔の倍率 
既定値は 1.0（フォントの指定値を使用します。） 
・ f: 正実数値 


 
scale="<a>" | "<x> <y>" （省略可） 


文字列の拡大・縮小率 
各値は正の実数値です。 
既定値は 1.0（等倍） 
・ a: 横方向（x）および縦方向（y）の拡大・縮小率 
・ ｘ: 正実数値 横方向の拡大・縮小率 
・ y: 正実数値 縦方向の拡大・縮小率 


 
offset="<a>" | "<x> <y>" 
 （省略可） 


文字列の境界ボックス内での移動量（単位[ポイント]） 
境界ボックスの原点やの大きさは変化しません。 
移動によって境界ボックスからはみ出た部分はクリップされ（非表示になり）ます。（下図参照） 
各値は実数値です。 
省略時は移動しません。 
・ a: 横方向（x）および縦方向（y）の移動量 
・ x: 横方向の移動量 
・ y: 縦方向の移動量 


 
 


expand="<a>" | "<x> <y>" | "<left> <right> <y>" | 
"<left> <right> <top> <bottom>" 


 （省略可） 
文字列境界ボックスの拡張量（単位[ポイント]） 
原点が移動することなく境界ボックスの大きさが変わります。（下図参照） 
各値は実数値です。 
省略時は拡張しません。 
・ a: 上下（top bottom）および左右（left right）の拡張量 
・ x: 上下（top bottom）の拡張量 
・ y: 左右（left right）の拡張量 
・ l: 左（left）の拡張量 
・ r: 右（right）の拡張量 
・ t: 上（top）の拡張量 
・ b: 下（bottom）の拡張量 


 
境界を拡張すると、右図のように原点が移動 
することなく文字列が移動し境界ボックスの 
大きさが変わります。ます。  


 
 


color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" |"transparent" 
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 （省略可） 
文字列を指定色で描画 
各値は 0～1.0 の正実数値で指定します。 
transparent を指定しますと、文字部分が透明になります。詳細は「7.8 落款印の作成手順」を


参照してください。 
省略時は黒で描画されます。 
・ G: グレースケール色 
・ r: ＲＧＢ色空間の赤 
・ g: ＲＧＢ色空間の緑 
・ b: ＲＧＢ色空間の青 
・ c: ＣＭＹＫ色空間のシアン 
・ m: ＣＭＹＫ色空間のマゼンタ 
・ y: ＣＭＹＫ色空間のイエロー 
・ y: ＣＭＹＫ色空間の墨 


 
border-color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


文字列の境界ボックスを指定色の線で描画します。 
線幅は border-width です。 
省略した場合は描画されません。 
色指定は color 属性を参照してください。 


 
枠線色を指定した場合は、先に描画された文字などの上に描画されます。 
そのため、先に描画された文字などが枠線によって隠される場合があります。 


 
background-color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


境界ボックス内を指定色で塗りつぶします。 
各値は 0～1.0 の正実数値で指定します。 
省略された場合は描画しません。 
色指定は color 属性を参照してください。 


 
境界ボックス内を塗りつぶした場合は、先に描画された文字などの上に描画されます。 
そのため、先に描画された文字などがこの塗りつぶしによって隠される場合があります。 


 
border-width="<f>" （省略可） 


境界線の線幅（単位[ポイント]） 
既定値は 1.0 
・ f: 実数の線幅値 単位はポイント（1 ポイント=1/72 インチ）です。 


 
bolden="<b>" （省略可） 


文字の太文字化（または細文字化）指定 
既定値は 0 
・ b: -1,0,1,2,3,4 のいずれかの値を指定します。 


 ０は「変更なし」、負数は「細文字化」です。数が大きくなると、より強く変化します。 
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7.3 画像 
<image>タグでスタンプに画像を描画します。このタグは<stamp>タグの子要素です。 
描画された画像は原点を左下とした境界ボックスを有します。（下図参照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<image> 


 
file-name="画像ファイルパス" 
size="<a>" | "<w> <h>" （省略可） 


画像表示サイズ変更（単位[ポイント]） 
各値は正の実数値です。 
省略時は画像の実寸（ピクセルサイズ） 
・ a: 画像の横方向（w）および縦方向（h）サイズ 
・ w: 画像の横サイズ 
・ h: 画像の縦サイズ 
w または h が０（ゼロ）の場合は画像の縦横比が維持されます。 
画像サイズ０（ゼロ）は指定できません。 
scale の設定より優先されます。 


 
scale="<a>" | "<w> <h>" （省略可） 


画像を表示する際の画像倍率 
各値は正の実数値です。 
既定値は 1.0（等倍） 
・ a: 画像の横方向（w）および縦方向（h）倍率 
・ w: 画像の横倍率 
・ h: 画像の縦倍率 
値０（ゼロ）は指定できません。 
scale が指定された場合は無視されます。 


 
offset="<a>" | "<x> <y>" 
 （省略可） 


画像の境界ボックス内での移動量（単位[ポイント]） 
境界ボックスの原点や大きさは変化しません。 
移動によって境界ボックスからはみ出た部分はクリップされ（非表示になり）ます。（上図参照） 
各値は実数値です。 
省略した場合は移動しません。 
・ a: 横方向（x）および縦方向（y）の移動量 
・ x: 横方向の移動量 
・ y: 縦方向の移動量 
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expand="<a>" | "<x> <y>" | "<left> <right> <top> <bottom>" 
  （省略可） 


画像境界ボックスの拡張量（単位[ポイント]） 
原点が移動することなく境界ボックスの大きさが変わります。（下図参照） 
各値は実数値です。 
省略した場合は拡張しません。 
・ a: 上下（top bottom）および左右（left right）の拡張量 
・ x: 上下（top bottom）の拡張量 
・ y: 左右（left right）の拡張量 
・ left: 左の拡張量 
・ right: 右の拡張量 
・ top: 上の拡張量 
・ bottom: 下の拡張量 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


border-color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


境界ボックスを指定色で描画 
各値は 0～1.0 の正実数値で指定します。 
省略された場合は描画しません。 
・ G: グレースケール色 
・ r: ＲＧＢ色空間の赤 
・ g: ＲＧＢ色空間の緑 
・ b: ＲＧＢ色空間の青 
・ c: ＣＭＹＫ色空間のシアン 
・ m: ＣＭＹＫ色空間のマゼンタ 
・ y: ＣＭＹＫ色空間のイエロー 
・ y: ＣＭＹＫ色空間の墨 


 
枠線色を指定した場合は、先に描画された画像などの上に描画されます。 
そのため、先に描画された画像などが枠線によって隠される場合があります。 


 
background-color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


境界ボックス内の背景を指定色で塗りつぶし 
各値は 0～1.0 の正実数値で指定します。 
省略された場合は描画しません。 
色指定は border-color 属性を参照してください。 


 
背景とは offset や expand 指定でできた境界ボックスから画像を除いた部分です。 
境界ボックス内を塗りつぶした場合は、先に描画された画像などの上に描画されます。 
そのため、先に描画された画像などが塗りつぶしによって隠される場合があります。 
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border-width="<f>" （省略可） 
境界線の線幅 
既定値は 1.0 
・ f: 正実数の線幅値 単位はポイント（1 ポイント=1/72 インチ） 


 
 


7.4 矩形 
<rectangle>タグでスタンプに矩形を描画します。このタグは<stamp>タグの子要素です。 


 
<rectangle> 


size="<a>" | "<width> <height>" 
 （必須） 


矩形の大きさ（単位は[ポイント]） 
大きさ０（ゼロ）は指定できません。 
指定された矩形は左下を原点とした境界ボックスを 
有しています。（右図参照） 
各値は正の実数値です。 
・ a: 矩形の幅（width）と高さ（height） 
・ width: 矩形の幅 
・ height: 矩形の高さ 


 
pos="<a>" | "<x> <y>" （省略可） 


矩形を移動させて描画 
境界ボックスの大きさが変わります。（右図参照） 
各値は実数値です。 
省略すると移動しません。 
・ a: 矩形を横（x）及び縦（y）方向に移動 
・ x: 矩形を横方向に移動 
・ y: 矩形を縦方向に移動 


 
stroke-color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


矩形を描画する線の色指定 
各色は 0～1.0 の正実数値で指定します。 
省略するとＰＤＦ文書に色が指定されませんので、ＰＤＦ文書としての規定色となります。 
・ G: グレースケール色 
・ r: ＲＧＢ色空間の赤 
・ g: ＲＧＢ色空間の緑 
・ b: ＲＧＢ色空間の青 
・ c: ＣＭＹＫ色空間のシアン 
・ m: ＣＭＹＫ色空間のマゼンタ 
・ y: ＣＭＹＫ色空間のイエロー 
・ y: ＣＭＹＫ色空間の墨 


 
line-width="実数値" （省略可） 


矩形の線幅（単位[ポイント]） 
 


dash="<dash-list>" （省略可） 
点線指定 
描画サイズと間隙サイズ指定を１０項目まで指定できます。 
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7.5 円形 
<circle>タグでスタンプに円形を描画します。このタグは<stamp>タグの子要素です。 


 
<circle> 


 
size="正実数" （必須） 


円形の直径（単位[ポイント]） 
大きさ０（ゼロ）は指定できません。 
指定された矩形は左下を原点とした境界ボックスを 
有しています。（右図参照） 


 
 
 


sub="正実数" （省略可） 
デート印などで使用される日付表示枠を円形に追加 
日付枠の高さを指定します。（単位[ポイント]） 
位置は指定できません。（右図参照） 
省略すると日付枠を表示しません。 


 
pos="<a>" | "<x> <y>" （省略可） 


矩形を移動させて描画 
各値は実数値です。 
境界ボックスの大きさが変わります。（右図参照） 
省略すると移動しません。 
・ a: 矩形を横（x）及び縦（y）方向に移動 
・ x: 矩形を横方向に移動 
・ y: 矩形を縦方向に移動 


stroke-color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


矩形を描画する線の色指定 
各色は 0～1.0 の正実数で指定します。 
省略するとＰＤＦ文書に色が指定されませんので、ＰＤＦの規定色となります。 
・ G: グレースケール色 
・ r: ＲＧＢ色空間の赤 
・ g: ＲＧＢ色空間の緑 
・ b: ＲＧＢ色空間の青 
・ c: ＣＭＹＫ色空間のシアン 
・ m: ＣＭＹＫ色空間のマゼンタ 
・ y: ＣＭＹＫ色空間のイエロー 
・ y: ＣＭＹＫ色空間の墨 


 
line-width="正実数" （省略可） 


矩形の線幅（単位[ポイント]） 
 


dash="<dash-list>" （省略可） 
dash-list="正実数" | "正実数 ..." 
点線指定（単位[ポイント]） 
各値は正実数値です。 
描画サイズと間隙サイズ指定を１０項目まで指定できます。 
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7.6 枠線 
<border>タグで<stamp>内の全要素を包含する境界ボックスを基にした枠線描画を指定します。このタグ


は<stamp>要素の子要素です。 
描画の基となる境界ボックスは各<stamp>に含まれる要素（<text>、<image>、<rectangle>、


<circle>）の境界ボックスを完全に内包する最小サイズのものです。 
 
<border> 


 
color="<G>" | "<r> <g> <b>" | "<c> <m> <y> <k>" 
 （省略可） 


枠線を描画する線の色指定 
各色は 0～1.0 の正実数で指定します。 
省略するとＰＤＦ文書に色が指定されませんので、ＰＤＦの規定色となります。 
・ G: グレースケール色 
・ r: ＲＧＢ色空間の赤 
・ g: ＲＧＢ色空間の緑 
・ b: ＲＧＢ色空間の青 
・ c: ＣＭＹＫ色空間のシアン 
・ m: ＣＭＹＫ色空間のマゼンタ 
・ y: ＣＭＹＫ色空間のイエロー 
・ y: ＣＭＹＫ色空間の墨 


 
width="正実数" | "none" （省略可） 


正の実数値で枠線の線幅（単位[ポイント]）を指定します。 
none を指定すると枠線は描画されません。 
省略すると、width=1 となります。 


 
 


corner="<a>" | "<x> <y>" 
 （省略可） 


四隅の丸みをつけます。（単位[ポイント]） 
（右図参照） 
各値は正実数です。 
省略すると丸みをつけません。 
・ a: 横方向（x）および縦方向（y）の丸みサイズ 
・ x: 横方向の丸みサイズ 
・ y: 縦方向の丸みサイズ 
各値に max を指定すると最大の丸みを持った（直線部分のない）枠線が描画されます。（次頁図参


照） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


dash= "<dash-list>" （省略可） 
dash-list="正実数" | "正実数 ..." 
点線指定（単位[ポイント]） 
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各値は正実数値です。描画線長、描画間隔の順に指定します。 
描画サイズと間隙サイズ指定を１０項目まで指定できます。 


 
dash-offset= "実数値" （省略可） 


点線は合成境界ボックスの下（Bottom）の中心（Center）から時計回りに描画しますが、この値を


指定しますと描画開始位置を変更します。（単位[ポイント]） 
 


clip="true" | "false" （省略可） 
枠線の外側へのスタンプ内容の描画を許可（true）または禁止（false）します。 
既定では枠外への描画を許可します。（下図参照） 


 
clip="false" clip="true" 


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


7.7 複数行の文字列を描画 
スタンプに複数行の文字列を含める例を以下に記します。 


 
<pdfstamp xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp"> 
 <stamp> 
  <text value="abcd" expand="0 0 0 13" /> 
  <text value="efgh" expand="20 0 0 0" /> 
 </stamp> 
</pdfstamp> 


 
文字列「abcd」の境界ボックスを下側（bottom）に


拡張することによって各行が重ならずに描画されます。 
「efgh」の境界ボックスは左側（left）に拡張され


ていますので、インデントされたように描画されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 







©2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム 


PDF Stamper 説明書 


27 


7.8 落款印の作成手順 
落款とは「落成款識」の略で、落款印は書や絵画などの作品が完成した際に作者がその証明として捺印する


印鑑です。 
落款印には、朱文と白文があります。朱文は枠と文字の部分が朱色のものです。白文は、文字以外の部分が朱


色で文字が白色（透明）のものです。 
さらに、落款印はそれを捺印する位置によって、姓名印、雅号印、引首印があります。他に押脚印、蔵書印など


もあります。 
姓名印は、姓および名前（もしくは名前のみ）で構成された白文の角印です。雅号印は、雅号（または名前の


み）で構成された朱文の角印です。なお、雅号印を謹書（手紙）に使う場合は朱文の本名とします。引首印は、冠


帽印・関防印とも呼ばれ作品の右肩に書き始めを表す飾りとして捺印します。関防印は好きな詩句・座右の銘な


どで構成し、朱文または白文で縦長の印です。 
ただし、上記は一般的な見解ですので、必ずしもそのようにしなければならないものではありません。 


 
 
落款印の例： 
 
 
 
 
 
 
 白文 朱文 
 
 
７.8.1 白文の作例 


落款印例にある白文を作成する設定データは以下の通りです。 
 
 <?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
 <pdfstamp xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp/"> 
  <stamp name="Hakubun" pos="10 10" layer="foreground" page="1"> 
   <text value="龍馬" font-size="10" expand="1.2 2.5 2 1.2" 
    wmode="vertical" ="2" cspace="0.2" scale="2" 
    font-name="古印体" color=" transparent " /> 
   <text value="坂本" font-size="10" expand="20.2 0.5 0 -.5" 
    wmode="vertical" bolden="2" cspace="0.2" scale="2" 
    font-name="古印体" color="transparent" /> 
  <border color="#d94236" corner="3" width="none" clip="true" /> 
  </stamp> 
 </pdfstamp> 
 


説明： 
二行の文字列で構成しますので<text>タグは２つ用意します。 
二つの行が重ならないように expand 属性でその重なりを調整します。 
文字が透明になるように指定しますが、文字の重なりなどで想定通りにならない場合があります。 
透明の指定をすると<text><border>以外の設定は無視されます。 


 
<text>タグ 


layer 印鑑をありつけるレイヤを指定します。 
expand 一行目の指定と二行目の指定では左側の余白を違えます。 
 この指定で重なり具合が変化します。 
 なお、文字の太さを変えると上および右の余白調整が必要になる場合があります。 
wmode 縦書き（vertical）を指定します。横書きも可能です。 
bolden 文字を太文字にします。一般に白文の場合は文字を太くします。 







©2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム 


PDF Stamper 説明書 


28 


color 色を指定せず transparent（透明）と指定します。 
 この指定が<text>タグのいずれかに設定されていると<stamp>タグ内の全<text>が 
 透明になります。 


 
<border>タグ 


color 文字以外の部分の色（朱肉色）を指定します。 
width none（枠無し）を指定します。枠を描画できますが、透明部分に描画される場合があります。 
clip true を指定すると四隅に丸みをつけることができます。 


 
 
７.8.2 朱文の作例 


落款印例にある朱文を作成する設定データは以下の通りです。 
 
 <?xml version="1.0" encoding="utf-8" ?> 
 <pdfstamp xmlns="http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp/"> 
  <stamp name="Shubun" pos="10 10" layer="foreground" page="1"> 
   <text value="龍馬" font-size="10" expand="1.2 .8 .8 1.2" 
    wmode="vertical" bolden="-1" cspace="0.2" scale="4 2" 
    font-name= "古印体" color="#d94236" /> 
   <border color="#d94236" corner="3" width="1" clip="true" /> 
  </stamp> 
 </pdfstamp> 
 


説明： 
通常の印鑑と同様の設定です。 


 
<text>タグ 


layer 印鑑を張り付けるレイヤを指定します。 
expand 一行構成ですので 0（ゼロ）も可能です。 
 なお、文字の太さを変えると上および右の余白調整が必要になる場合があります。 
wmode 縦書き（vertical）を指定します。横書きも可能です。 
bolden 文字を細文字にします。一般に朱文の場合は文字を細くします。 
color 朱肉色を指定します。 


 
<border>タグ 


color 枠線の色（朱肉色）を指定します。 
width 適切な枠線の幅を指定します。 
clip true を指定すると四隅に丸みをつけることができます。 
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8.0 著作権 
「PDF Stamper 説明書」および各種ライブラリは株式会社トラスト・ソフトウェア・システムの著作物です。著作


者に無断で各種媒体への転載などは固くお断りいたします。 
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doc/使用許諾契約書 第7版.pdf


「PDF Stamper」使用許諾契約書 第７版


株式会社トラスト・ソフトウェア・システム（以下、「当社」といいます。）は、お客様
に、ダウンロードその他の手段により提供され、インストールされたPDF Stamper（以
下、「本ソフトウェア」といいます。）および本ソフトウェアを機能させるために必要な
文字列（以下、「ライセンスキー」といいます。）の使用を下記の条件で許諾します。お
客様とは本ソフトウェアを当社から供与され、本ソフトウェアの使用を許諾された者とし
ます。


第１条（著作権）　本ソフトウェアに関する著作権等の知的財産権は、当社に帰属し又は
第三者から正当なライセンスを得たものであり、本ソフトウェアは、日本およびその他の
国の著作権法ならびに関連する条約によって保護されています。


第２条（権利の許諾）　お客様は、本契約の条項にしたがって本ソフトウェアおよびライ
センスキーを使用する非独占的な権利を本契約に基づき取得します。お客様は、お客様の
コンピュータに搭載されたＨＤＤその他の記憶装置に本ソフトウェアおよびライセンスキ
ーをインストールし、使用できます。
２ お客様は、本ソフトウェアおよびライセンスキーをバックアップまたは保存の目的に
おいて複製できます。


第３条（制限事項）　お客様は、いかなる方法によっても、本ソフトウェアの改変、リバ
ースエンジニアリング、逆コンパイルまたは逆アセンブルをすることはできません。ただ
し、適法と認められる場合はこの限りではありません。
２　お客様は、本契約書に明示的に許諾されている場合を除いて、本ソフトウェアおよび
ライセンスキーを全部または一部であるかを問わず、使用、複製することはできません。
３　お客様には本ソフトウェアを使用許諾する権利はなく、またお客様は本ソフトウェア
を第三者に販売、貸与またはリースすることはできません。
４　お客様は、本契約書に明示的に許諾されている場合を除いて、本ソフトウェアに含ま
れる再配布可能なライブラリおよびライセンスキーを全部または一部であるかを問わず、
第三者に販売、貸与またはリースすることはできません。
５　お客様は、本ソフトウェアに含まれているソースコード等をいかなる媒体へも公開で
きません。


第４条（ライセンスおよびその種類）　ライセンスは、本ソフトウェアを利用するために
必ず取得しなければなりません。ライセンスには以下の種類があります。
・評価ライセンス　このライセンスを取得すると、本ソフトウェアの機能を確認および評
価ができます。
・開発ライセンス　このライセンスを取得すると、本ソフトウェアの一部である再配布可
能なライブラリ（以下、「本ライブラリ」といいます。）が組み込まれたアプリケーショ
ン（以下、「お客様のアプリケーション」といいます。）の開発ができます。開発ライセ
ンス（ライセンスキーを含みます）は再配布できません。ひとつの開発ライセンスで開発
および開発したお客様のアプリケーションを動作（試験目的に限ります）させることを目
的として機能させることができます。この目的で開発ライセンスであるライセンスキーを
１台のコンピュータの１つのOSに限ってインストールできます。ひとつの開発ライ
センスは客様のアプリケーション開発およびその試験の双方（それぞれひとつ）に使用で
きますが、１つの開発ライセンスでお客様のアプリケーションを２名以上が共有して使用
できません。開発ライセンスは、いかなる場合においてもお客様のアプリケーションの開
発または試験以外を目的として使用できません。
・利用ライセンス（クライアントOS用）　このライセンスは、お客様のアプリケーション
に組み込んで販売、貸与またはリースすることができます。ただし、クライアント用ライ
センスキーが組み込まれたお客様のアプリケーションをインストール及び使用できるのは
１台のクライアントコンピュータの１つのOSに限ります。インストールされたお客様のア
プリケーションそれぞれを２名以上で共有して使用できません。利用ライセンス（クライ
アントOS用）はいかなる場合においてもアプリケーション開発を目的に使用できません。
・利用ライセンス（サーバーOS用）　このライセンスは、お客様のアプリケーションに組
み込んで販売、貸与またはリースすることができます。本ソフトウェアが組み込まれたお
客様のアプリケーションは、不特定多数の使用者に本ソフトウェアの機能をサービスとし
て提供できます。ただし、お客様のアプリケーションは利用ライセンス（サーバーOS用）







の購入時に設定された処理量の制限を超えて使用することはできません。利用ライセンス
（サーバーOS用）は、１台のサーバーコンピュータの１つのOSに限ってインストールでき
ます。利用ライセンス（サーバーOS用）は、いかなる場合においてもアプリケーション開
発を目的に使用できません。


第５条（ライセンスのモデル）　ライセンスのモデルは以下の種類があります。お客様は
当社から本ソフトウェアを供与された時に指定されたモデルでのみライセンスの使用が許
諾されます。
・永年使用ライセンス　期限を限定せず使用し続けることができるライセンスです。ただ
し、使用できるのは供与された時点もしくは年間サポートが終了した時点までに供与され
たバージョンを上限とします。供与された時点もしくは年間サポートが終了した時点以降
にリリースされたバージョンを使用することはできません。
・期間限定使用ライセンス　当社が本ソフトウェアの供与時に使用の期限を指定するライ
センスです。お客様は指定された期限まで本ソフトウェアの使用を許諾されます。使用が
許諾された期間内では現行バージョンを使用することができます。


第６条（限定保証）　本ソフトウェアが評価ライセンスで利用された場合は、一切の保証
なく、現状で提供されるものであり、当社はその商品性、特定用途への適合性をはじめ、
明示的にも黙示的にも本ソフトウェアに関して一切保証しません。
２　本ソフトウェアが開発ライセンスまたは利用ライセンス（クライアントOS用またはサ
ーバーOS用）で利用された場合は、本ソフトウェアが添付文書の内容に合致していないこ
とが期限付きサポートの有効期限内に当社に報告され、さらにその報告内容が当社で再現
できた場合に限り、当社の裁量でその問題を解決した新たな本ソフトウェアを提供するか
またはお客様が支払ったライセンスの料金と期限付きサポートの１年間料金（またはお客
様が支払ったサポート料金いずれかの少ない額）の合計額を返金します。
３　本ソフトウェアを日本国以外で利用した場合、本ソフトウェアを日本語および米国英
語環境以外で利用した場合、本ソフトウェアに日本語および米国英語以外を含むデータを
入力した場合は、一切保証しません。
４　本ソフトウェアにはライブラリ以外にサンプルアプリケーションが含まれる場合があ
ります。サンプルアプリケーションはソースコードまたは実行形式のデータまたはその双
方です。これらのアプリケーションをいずれのライセンスで使用した場合においてもその
動作を保証しませんし、その動作によってお客様の環境にいかなる損害を与えても一切保
証しません。


第７条（責任の制限）　当社は、本契約その他いかなる場合においても、結果的、付随的
あるいは懲罰的損害について、一切責任を負いません。お客様は、本ソフトウェアの使用
に関連して第三者からお客様になされた請求に関連する損害、損失あるいは責任より当社
を免責し、保証するものとします。


第８条（契約期間）　本契約は、お客様が本ソフトウェアをダウンロードし、またはお客
様のハードウェアにインストールされた日時または本ソフトウェアを購入した日時のいず
れか早い日時をもって発効し、次によって終了されない限り有効に存続するものとしま
す。
２　お客様が本契約のいずれかの条項に違反したとき、当社はお客様に対し何らの通知・
催告を行うことなく直ちに本契約を終了させることができます。その場合、当社はお客様
の違反によって被った損害をお客様に請求することができます。なお、本契約が終了した
ときにはお客様は直ちにお客様のハードウェアに保存されている本ソフトウェアを破棄す
るものとします。
３　当社は、独自の判断に基づき本契約を終了することができます。本契約が終了した場
合は、お客様は理由のいかんを問わず本契約の終了について当社に対し補償金その他いか
なる名目での支払いも請求することはできないものとします。


第９条（期限付きサポート）　当社は本契約が有効なお客様の期限付きサポートを本ソフ
トウェア購入と同時にのみ受託します。期限付きサポートは本ソフトウェアの購入と同時
に開始し、期限の満了をもって終了します。
２　期限付きサポートはお客様が購入した本ソフトウェア全てを対象にした場合にのみ受
託します。お客様が本ソフトウェアを期限付きサポートを委託せずに購入した場合、また
は期限付きサポートの継続ができない本ソフトウェアがある場合は、弊社は期限付きサポ







ートを受託しません。
３　期限付きサポートは、購入時に指定された期間の満了または契約期間の終了をもって
サポートを終了します。サポート期間満了後には期限付きサポートの継続はできません。
４　弊社は期限付きサポートの期間が満了していない、または本契約が終了していない場
合において期限付きサポートを期間の切れめなく継続して購入できます。
５　受付は電子メールまたは当社が公開するWebの受付ページに限ります。受付時間は日
本時間９：００から１７：００までとします。回答までの所要時間は定めません。
６　サポートの内容は、「PDF Stamper」使用許諾契約書 第７版　第６条（限定保証）に
準じます。
７　サポートには、トレーニング、打ち合わせ、当社所在地以外での不具合等の調査は含
みません。サポート要求でお客様から報告された問題に対するその原因および本ソフトウ
ェアを変更した場合のその変更内容を開示しません。


第１０条（輸出管理）　お客様は、本ソフトウェアあるいはそれに含まれる情報・技術を
日本ならびにその他の関係国が出荷等を禁止ないし制限している国に出荷、移転または輸
出しないことに同意します。


第１１条（その他）　本契約は日本国法を準拠法とします。本契約に関連または起因する
紛争は、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所としてこれを解決するものとし
ます。


以上


株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
２０２２年６月







include/MlpDeclaration.h
/*
 *	MlpDeclaration.h
 *		version1.10.1
 *
 * Copyright(c) 2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
 */

#pragma once

typedef enum MlpPictureOpt {
	MLP_PICTURE_RGB = 0,
	MLP_PICTURE_GRAY,
	MLP_PICTURE_DITHER,
	MLP_PICTURE_BW,
	MLP_PICTURE_FAXG3,
	MLP_PICTURE_FAXG4,

	MLP_COMPRESS_NONE,			/*TIFF変換の場合に圧縮なし*/
	MLP_COMPRESS_JPEG,			/*TIFF変換の場合にJPEG圧縮*/
	MLP_COMPRESS_DEFLATE,		/*TIFF変換の場合にDeflate圧縮*/
	MLP_COMPRESS_LZW,			/*TIFF変換の場合にLZW圧縮*/

	MLP_JPEG_QUALITY,			/*JPEG圧縮の画像品質*/

	MLP_RESOLUTION_DPI,			/*XDPI,YDPI双方同値の解像度*/
	MLP_RESOLUTION_XDPI,		/*XDPI 解像度*/
	MLP_RESOLUTION_YDPI,		/*YDPI 解像度*/
	MLP_CANVAS_SIZE,			/*キャンバスサイズ XY双方を指定*/
	MLP_CANVAS_XSIZE,			/*キャンバスサイズ X-方向のみを指定*/
	MLP_CANVAS_YSIZE,			/*キャンバスサイズ Y-方向のみを指定*/
	MLP_PICTURE_XSIZE,			/*論理サイズ幅を指定*/
	MLP_PICTURE_YSIZE,			/*論理サイズ高さを指定*/
	MLP_PICTURE_SIZE_UNIT,		/*論理サイズの単位*/
	MLP_PICTURE_USE_MEDIABOX,	/*ページの境界をMediaBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_CROPBOX,	/*ページの境界をCropBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_BLEEDBOX,	/*ページの境界をBleedBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_TRIMBOX,	/*ページの境界をTrimBoxにする*/
	MLP_PICTURE_USE_ARTBOX,		/*ページの境界をArtBoxにする*/
	MLP_PIXEL_SIZE_X,			/*ピクセル単位の画像幅*/
	MLP_PIXEL_SIZE_Y,			/*ピクセル単位の画像高さ*/
	MLP_FILL_PATH_AA,			/*フィルパスのアンチアイリアス処理 MLP_GRAPHIC_AAの動作に変更*/
	MLP_CID_0_GLYPH,			/*文字コード0のグリフ処理 0:notdefを表示, 1:空白(gid=0)を表示, 2:この文字を無視*/
	MLP_TRUNCATE_PAGE_BBOX,		/*ページ境界を整数化する際に小数部を切り捨て処理する(MediaBoxの場合を除く)*/
	MLP_PAGE_CLIP_VALUE,		/*ページをその領域より指定値ピクセル小さな領域でクリップする*/
	MLP_STROKEPATH_MINIMUM_LINE_WIDTH,	/*パスのストロークにおける最小線幅指定*/

	MLP_THRESHOLD_BITONAL,			/*二値化の閾値*/
	MLP_THRESHOLD_DITHER,			/*ディザ化の閾値*/

	MLP_PICTURE_CMYK=36,			/*CMYK色空間*/
	MLP_ANTIALIAS_LEVEL,			/*アンチアイリアスのレベル*/
	MLP_DATA_COMPRESSION_LEVEL,		/*データ圧縮のレベル*/
	MLP_PICTURE_USE_MEDIA_CROP=43,	/*ページの境界をMediaBoxまたはCropBoxの小さい方にする*/
	MLP_OCG_USAGE=44,				/*0:"view", 1:"Print", 2:"Export"*/
	MLP_XY_PIXEL_SIZE_MEM=47,		/*出来上がり画像データの物理サイズ (縦横でそれぞれのDPIに設定される)*/
	MLP_REPLACE_TR2_MODE=48,		/*テキストのFill then Stroke描画を変更 0:従来どおり、1:Fill描画、2:Stroke描画、3:太字描画(3は非公開)*/
	MLP_BITMAP_IMG_FORMAT=53,		/*BMP形式のデータフォーマット 0:Windows、1:OS/2*/
	MLP_CANVAS_ORIGIN=54,			/*キャンバスサイズ変更の原点指定*/
	MLP_USE_ZERO_LINE_WIDTH=55,		/*幅ゼロのストロークに対し、0:幅１ピクセルに変更(旧来互換)、1:アンチアイリアスのレベルに変更*/
	MLP_GRAPHIC_ANTIALIAS_LEVEL,	/*グラフィックのアンチアイリアスレベル*/
	MLP_TEXT_ANTIALIAS_LEVEL,		/*テキストのアンチアイリアスレベル*/
	MLP_BIGTIFF_CREATION_FLAG=58,	/*標準TIFFまたはBigTIFF画像生成切り替え*/
	MLP_CHANGE_PAGE_ROTATION=59,	/*PDF文書の現在ページを回転させる*/
	MLP_ROTATE_PAGE_IMAGE=60,		/*PDF文書の現在ページを一時的に回転させる*/
	MLP_AREA_AVERAGE_FOR_IMG = 61,	/*埋込画像を縮小する際に(アフィン変換に替えて)領域平均手順を使う*/
	MLP_CLIP_BBOX_UNION = 62,		/*ClipFillPathでクリップ範囲を狭く(大きな範囲で描画)する*/
	MLP_TRANSPARENT_PICT = 63,		/*透明な背景の画像を生成*/

	/*PDFファイル生成*/
	MLP_PDF_RESOLUTION=301,			/*X,Y双方同値の解像度*/
	MLP_PDF_RESOLUTION_X,			/*X 解像度*/
	MLP_PDF_RESOLUTION_Y,			/*Y 解像度*/
	MLP_PDF_IMAGE_FORMAT,			/*ページ画像を格納する際の画像形式*/

	MLP_STROKEPATH_ENABLE_CALLBACK=1001,	/*ストロークパスのコールバックを有効にする*/
	MLP_TILE_IMAGE_ENABLE_CALLBACK,			/*タイル画像のコールバックを有効にする*/
	MLP_TILE_MASK_IMG_ENABLE_CALLBACK,		/*タイルマスク画像のコールバックを有効にする*/
	MLP_TILING_ENABLE_CALLBACK,				/*タイリングのコールバックを有効にする*/
	MLP_TILING_IGNORE_PROCESS,				/*タイリング処理を完全に無視する(この機能はサポートしない)*/
	MLP_SUPPRESS_ALPHA_CHANNEL_ON_CB,		/*コールバック時の画像データにアルファチャネル値を含めない*/
	MLP_PAGE_PICT_CREATED_ENABLE_CALLBACK,	/*複数ページ作成時のページ作成ごとコールバックを有効にする*/
	MLP_ALLOW_PDF_14_TO_17=1101,		/*PDF文書バージョン 1.4->1.7*/
	MLP_ALLOW_PDF_10_TO_17,				/*PDF文書バージョン 1.0->1.7*/
	MLP_ALLOW_PDF_14_TO_20,				/*PDF文書バージョン 1.4->1.7,2.0*/
	MLP_ALLOW_PDF_ALL,					/*PDF文書バージョン 1.0->1.7,2.0*/

} MlpPictureOpt;

typedef enum MlpDocumentOpt {
	MLP_PERMISSION_FLAG=1201,	/*文書のパーミッションフラグ*/
	MLP_OCG_COUNT,				/*OCGの総数*/
	MLP_GLYPH_NOT_FOUND_COUNT,	/*グリフが検索できなかった数*/
	MLP_PDF_AUTHOR,
	MLP_NEEDS_PASSWORD,			/*0:非暗号化、1:NULLパスワードでオープン可、2:パスワードが必要*/
	MLP_PRINT_RESTRICTION=1207,	/*制限された印刷解像度フラグ値 1:限定された(低解像度)、0:無制限(高解像度)*/
	MLP_DOCUMENT_TITLE=1211,	/*PDF文書のタイトル*/
	MLP_CREATION_DATE,			/*生成日時*/
	MLP_MODIFICATION_DATE,		/*最新の変更日時*/
	MLP_ENCRYPT_VERSION,		/*文書の暗号化バージョン*/
	MLP_ENCRYPT_REVISION,		/*文書の暗号化レビジョン*/
	MLP_PDF_VERSION,			/*PDF文書のバージョン*/
	MLP_DOCUMENT_TITLE_LEN=1217,/*PDF文書のタイトル長(非公開)*/
	MLP_DOCUMENT_TITLE_A,		/*PDF文書のAsciiタイトル文字列(非公開)*/
} MlpDocumentOpt;

typedef enum MlpLibraryOpt {
	MLP_LOGICAL_CPU_COUNT=101,		/*論理的なCPUの総数 _not used_ */
	MLP_THREAD_SPLIT_PAGE=102,		/*ページを複数のスレッドで実行*/
	MLP_THREAD_SPLIT_PAGE_COUNT,	/*ページを分割処理するスレッドの数*/
	MLP_THREAD_EACH_PAGE,			/*各ページを個別のスレッドで実行*/
	MLP_THREAD_EACH_PAGE_COUNT,		/*格ページを処理するスレッドの数*/

	MLP_LICENSE_ERROR_INFO = 1201,	/*不正ライセンスの詳細情報*/
} MlpLibraryOpt;

typedef enum MlpPictureUnit_e {
	MLP_PICTURE_UNIT_PERCENT	= 1,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がパーセント*/
	MLP_PICTURE_UNIT_INCH		= 2,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がインチ*/
	MLP_PICTURE_UNIT_MM			= 3,		/*画像の論理サイズを指定する際の単位がミリメートル[mm]*/
} MlpPictureUnit;

typedef enum MlpCallbackSettingMode {
	MLP_RENDERING_CB=1,				/*ページの解析終了 / レンダリング開始*/
	MLP_PROGRESS_CB,				/*指定した行数のレンダリング（画像格納）が終了時*/
	MLP_RENDERED_CB,				/*ページのレンダリング終了*/
	MLP_PROGRESS2_CB,				/*処理終了率*/

	MLP_DRAW_STROKE_PATH_CB=101,	/*パスのストローキングが発生時*/
	MLP_DEFINE_IMAGE_TILE_CB,		/*タイルが定義時*/
	MLP_DEFINE_MASK_IMAGE_TILE_CB,	/*タイルのマスクが定義時*/
	MLP_DRAW_TILED_IMAGE_CB,		/*タイリングされた画像を貼付時*/

	MLP_PAGE_PICT_CREATED_CB=201,	/*ページ画像の生成時*/
} MlpCallbackSettingMode;

typedef enum MlpTiffCompressMode {
	MLP_TIFF_COMPRESS_NONE=0,		/*TIFF変換で圧縮なし*/
	MLP_TIFF_COMPRESS_JPEG,			/*TIFF変換でJPEG圧縮*/
	MLP_TIFF_COMPRESS_DEFLATE,		/*TIFF変換でDeflate圧縮*/
	MLP_TIFF_COMPRESS_LZW,			/*TIFF変換でLZW圧縮*/
} MlpTiffComtressMode;

typedef enum MlpConstants {
	MIN_RESOLUTION		= 10,		/*最小の解像度を変更*/
	MAX_RESOLUTION		= 10000,
	DEFAULT_RESOLUTION	= 150,
	DEFAULT_PDF_RESOLUTION	= 72,
	MIN_JPEG_QUALITY	= 24,
	MAX_JPEG_QUALITY	= 90,
	DEFAULT_JPEG_QUALITY= 75,

	MIN_PIXEL_SIZE		= 200,
	MAX_PIXEL_SIZE		= 5000000,

	DEFAULT_MULTILINE_TEXT_WIDGET_FONT_SIZE	= 55,	/*マルチラインのTextWidget(Form Annotation)のフォントの既定サイズ(値は実サイズの１０倍)*/

	CONVERT_CMYK_TO_RGB		= 1,	/*CMYKからRGBへの変換*/
	CONVERT_MOST_FAST		= 1,	/*最も速い*/
	CONVERT_FAST			= 2,	/*速い*/
	CONVERT_BY_COLOR_PROFILE= 3,	/*カラープロファイルによる変換*/
} MlpConstants;

typedef enum MlpCid0GlyphMode {
	SHOW_NOTDEF_GLYPH		= 0,
	REPLACE_TO_BLANK_GLYPH	= 1,
	IGNORE_CID_0_GLYPH		= 2,
} MlpCid0GlyphMode;

typedef enum MlpBoundaryBox {
	MEDIA_BOX		= 0,
	CROP_BOX		= 1,
	BLEED_BOX		= 2,
	TRIM_BOX		= 3,
	ART_BOX			= 4,
} MlpBoundaryBox;

typedef	enum MlpWatermarkLayer {
	WML_NO_PAINT	= 0,
	WML_FOREGROUND	= 1,
	WML_BACKGROUND	= 2,
} MlpWatermarkLayer;

typedef enum MlpCanvasOrigin {
	CORIGIN_CENTER		= 0,
	CORIGIN_LEFT_TOP	= 1,
	CORIGIN_LEFT_BOTTOM	= 2,
	CORIGIN_RIGHT_TOP	= 3,
	CORIGIN_RIGHT_BOTTOM= 4,
}MlpCanvasOrigin;

typedef	struct MlpOcgDataRec_s	MlpOcgDataRec_t;
typedef	struct MlpOcgUsageRec_s	MlpOcgUsageRec_t;
typedef	MlpOcgDataRec_t		MlpOcgData;
typedef	MlpOcgUsageRec_t	MlpOcgUsage;

#define	MAX_OCG_NAME_LEN	100

struct MlpOcgDataRec_s {
	int		id;
	char	name[MAX_OCG_NAME_LEN+1];
	int		level;
	int		visible;
};

struct MlpOcgUsageRec_s {
	int		id;
	char	name[MAX_OCG_NAME_LEN+1];
	int		level;
	int		visible;

	/*Usage*/
	int	printState;
	int	viewState;
};

#ifndef	STROKE_PATH_ATTR_DEF
#define	STROKE_PATH_ATTR_DEF
typedef struct StrokePathAttr_s {
	float	lineWidth;
	int		lineCap;
	int		lineJoin;
	float	miterLimit;

	int		dashLen;
	float	dashPhase;
	float	dashData[32];

	float	colorfv[5];

	char	*pathString;

	int		x, y, width, height;
	int		colors;
} StrokePathAttr;
#endif	/*STROKE_PATH_ATTR_DEF*/

#ifndef	IMAGE_TILE_ATTR_DEF
#define	IMAGE_TILE_ATTR_DEF
typedef	struct Matrix_s {
	float	a, b, c, d, e, f;
} Matrix;

typedef struct ImageTileAttr_s {
	int		width, height, colors;
	float	alpha;
	float	xstep, ystep;
	Matrix	ctm;
} ImageTileAttr;
#endif	/*IMAGE_TILE_ATTR_DEF*/

/*
 *	文書解析用
 */

typedef	struct PrsFontName_s PrsFontName;
#define	PrsFontName_fontId_LEN		100
#define	PrsFontName_fontName_LEN	256

struct PrsFontName_s {
	int		pageNum;						/*フォントが使われている(最小の)ページ番号*/
	char	fontId[PrsFontName_fontId_LEN];	/*フォントの識別名*/
	char	fontName[PrsFontName_fontName_LEN];	/*フォント名*/
	int		embedded;						/*1:埋め込まれたフォント、0:それ以外*/
	int		render;							/*-1:レンダーモードの指定がない、0:通常のレンダーモードで利用されている、1:Tr=2のレンダーモードで使用されている*/
};




include/MlpError.h
/*
**	MplError.h
**	version 1.10.1
**
** Copyright(c) 2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
*/

#ifndef	MLP_ERROR_H
#define	MLP_ERROR_H

#define	MLP_NO_ERROR				 0
#define	MLP_ALREADY_INITIALIZED		-1		/*既に初期化されています*/
#define	MLP_NOT_INITIALIZED			-2		/*初期化できませんでした。または、初期化してません*/
#define	MLP_INIT_FILE_OPEN_ERROR	-3		/*初期化ファイルを読めません*/
#define	MLP_INIT_DATA_LOAD_ERROR	-3		/*初期化をローディングできません*/
#define	MLP_LICENSE_ERROR			-4		/*不正なライセンスです*/
#define	MLP_ALREADY_OPENED			-5		/*既にオープンしています*/
#define	MLP_FILE_OPEN_ERROR			-6		/*オープンできません*/
#define	MLP_FILE_IS_NOT_PDF			-7		/*PDFではないようです*/
#define	MLP_UNRECOGNIZED_FILE		-7		/*認識できないファイル*/
#define	MLP_FILE_NOT_DECRYPTED		-8		/*復号できません*/
#define	MLP_FILE_NOT_OPENED			-9		/*オープンしていません*/
#define	MLP_OPEN_ERROR				-10		/*オープンでエラー*/
#define	MLP_FILE_COULDNT_CREATE		-10		/*ファイルを作成できません*/
#define	MLP_PDF_PARSE_ERROR			-11		/*PDFの解析エラー*/
#define	MLP_PDF_HAS_NOT_PAGE		-12		/*PDFに(指定の)ページがありません*/
#define	MLP_INVALID_PAGE_NUMBER		-13		/*無効なページ番号 または、無効なページ指定*/
#define	MLP_INVALID_RESOLUTION		-14		/*無効な解像度*/
#define	MLP_INVALID_QUALITY			-15		/*無効なJPEG品質*/
#define	MLP_NO_OUTPUT_FILE			-16		/*出力ファイルがありません*/
#define	MLP_TOO_LARGE_PIXEL			-17		/*ピクセル マップが大きすぎます*/
#define	MLP_DRAW_ERROR				-18		/*描画領域確保に失敗。または、画像の書き出しに失敗しました*/
#define	MLP_MEMORY_ERROR			-20		/*メモリー領域を確保できません*/
#define	MLP_INVALID_CANVAS_SIZE		-22		/*無効なキャンバスサイズ*/
#define	MLP_INVALID_ARG_VALUE		-22		/*無効な引数の値*/
#define	MLP_INVALID_PICT_TYPE		-23		/*無効な画像形式*/
#define	MLP_INVALID_CMD				-24		/*無効なコマンド*/
#define	MLP_NO_DATA					-25		/*有効なデータがありません、ページに大きさがありません*/
#define	MLP_FILL_1					-26
#define MLP_FAIL_TO_GET_PAGE		-27		/*ページの取得に失敗しました*/
#define	MLP_INVALID_DATA			-30		/*無効なデータ*/
#define	MLP_INVALID_DATA			-30		/*無効なデータ*/
#define	MLP_NO_LICENSE_KEY			-31		/*ライセンスキーが指定されていません*/
#define	MLP_UNUSABLE_LICENSE		-32		/*このバージョンでは使えないライセンス*/
#define	MLP_EXPIRED_LICENSE			-33		/*失効したライセンス*/
#define	MLP_ILLEGAL_OS_LICENSE		-34		/*このOSでは使えないライセンス*/
#define	MLP_OUT_OF_BOUND			-35		/*値が範囲外*/
#define	MLP_COLOR_PROFILE_NOT_FOUND	-36		/*カラープロファイルを読み込めません*/
#define	MLP_INVALID_VER_COLOR_PROFILE -37	/*ver.2ではないカラープロファイル*/
#define	MLP_INVALID_COLOR_PROFILE	-38		/*不正なカラープロファイル*/
#define MLP_FAIL_TO_COUNT_PAGES		-39		/*ページ数の取得に失敗しました*/
#define MLP_INVALID_PDF_VERSION		-40		/*不正なPDF文書バージョン*/
#define	MLP_FONT_NOT_FOUND			-41		/*フォントが見つかりません*/
#define	MLP_ALT_FONT_NOT_FOUND		-42		/*代替フォントが見つかりません*/
#define	MLP_FONT_FILE_NOT_OPENED	-43		/*フォントファイルを開けません*/
#define	MLP_FONT_NOT_LOADED			-44		/*フォントをロードできません*/
#define	MLP_GLYPH_NOT_FOUND			-51		/*グリフを検索できません*/
#define	MLP_UNAVAILABLE_CMD			-61		/*利用不能なコマンド*/
#define	MLP_CMS_IS_UNUSED			-62		/*CMSは利用不可*/
#define	MLP_FILE_NOT_EXISTS			-63		/*ファイルが存在しません*/
#define	MLP_EXN_IS_RUNNING			-64		/*Extractorが機能しています*/
#define	MLP_FAIL_TO_CREATE_PICT		-65		/*画像(ファイル)の作成に失敗しました*/

#define	EXN_INVALID_CMD				-24		/*無効なコマンド*/
#define	EXN_UNAVAILABLE_CMD			-61		/*利用不能なコマンド*/
#define	EXN_IS_RUNNING				-64		/*Extractorが機能しています*/
#define	EXN_NOT_INITIALIZED			-2002	/*Extractorが初期化されていません*/
#define EXN_ALREADY_INITIALIZED		-2003	/*既にExtractorは初期化されています*/
#define EXN_HAS_BEEN_STARTED		-2004	/*既にExtractorが開始されています*/
#define EXN_PAGE_NOT_OPENED			-2005	/*ページが指定されていません*/
#define EXN_COULDNOT_EXTRACT		-2006	/*オブジェクトを抽出できません*/

#define	STM_NO_STAMP_INFO			-3004	/*スタンプリストに内容(設定)がない*/
#define	STM_NO_STAMP_NAME			-3005	/*スタンプのリストに指定の名前がない*/

#endif	/*MLP_ERROR_H*/




include/PdfStamper.h
/*
**	Stamper DLL Header
**		version 1.10.1
**
** Copyright(c)2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
*/

#pragma once

#include <Windows.h>

#define MLPAPI __declspec(dllimport)
#ifdef	WINAPI
#undef	WINAPI
#endif
#define	WINAPI	__stdcall

#include "MlpError.h"
#include "MlpDeclaration.h"

#ifdef	_UNICODE
#define	MlpInitialize			MlpInitializeW
#define	MlpAddLicense			MlpAddLicenseW
#define	MlpLicenseInfoStr		MlpLicenseInfoStrW
#define	MlpGetLicenseInfo		MlpGetLicenseInfoW
#define	MlpLoadInitFile			MlpLoadInitFileW
#define	MlpLoadInitData			MlpLoadInitDataW
#define	MlpOpenDoc0				MlpOpenDoc0W
#define	MlpOpenDoc				MlpOpenDocW
#define	MlpOpenMemDoc0			MlpOpenMemDoc0W
#define	MlpOpenMemDoc			MlpOpenMemDocW
#define	MlpOpenMemDocUsage		MlpOpenMemDocUsageW
#define	MlpCreatePict			MlpCreatePictW
#define	MlpCreatePictData		MlpCreatePictDataW
#define	MlpPageToPict			MlpPageToPictW
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffW
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffW
#define	MlpCreateTiffMulti		MlpCreateTiffMultiW
#define	MlpRangeToTiff			MlpRangeToTiffW
#define	MlpMultiPageToTiff		MlpMultiPageToTiffW
#define MlpCreatePDF			MlpCreatePDFW
#define MlpCreatePDFFile		MlpCreatePDFFileW
#define MlpCreatePDFArray		MlpCreatePDFArrayW
#define	MlpSetRGBProfile		MlpSetRGBProfileW
#define	MlpSetCMYKProfile		MlpSetCMYKProfileW
#define	MlpSetGrayProfile		MlpSetGrayProfileW
#define MlpSetDefaultFont		MlpSetDefaultFontW
#define	MlpSetStampFile			MlpSetStampFileW
#define	MlpSetStampData			MlpSetStampDataW
#define	MlpPaintStampFile		MlpPaintStampFileW
#define	MlpPaintStampData		MlpPaintStampDataW
#define	MlpPaintStampName		MlpPaintStampNameW
#define	MlpPaintStampNamePos	MlpPaintStampNamePosW
#define	MlpSavePDF				MlpSavePDFW
#else
#define	MlpInitialize			MlpInitializeA
#define	MlpAddLicense			MlpAddLicenseA
#define	MlpLicenseInfoStr		MlpLicenseInfoStrA
#define	MlpGetLicenseInfo		MlpGetLicenseInfoA
#define	MlpLoadInitFile			MlpLoadInitFileA
#define	MlpLoadInitData			MlpLoadInitDataA
#define	MlpOpenDoc0				MlpOpenDoc0A
#define	MlpOpenDoc				MlpOpenDocA
#define	MlpOpenMemDoc0			MlpOpenMemDoc0A
#define	MlpOpenMemDoc			MlpOpenMemDocA
#define	MlpOpenMemDocUsage		MlpOpenMemDocUsageA
#define	MlpCreatePictData		MlpCreatePictDataA
#define	MlpPageToPict			MlpPageToPictA
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffA
#define	MlpCreateTiffRange		MlpCreateTiffRangeA
#define	MlpCreateTiffMulti		MlpCreateTiffMultiA
#define	MlpRangeToTiff			MlpRangeToTiffA
#define	MlpMultiPageToTiff		MlpMultiPageToTiffA
#define MlpCreatePDF			MlpCreatePDFA
#define MlpCreatePDFFile		MlpCreatePDFFileA
#define MlpCreatePDFArray		MlpCreatePDFArrayA
#define	MlpCreatePict			MlpCreatePictA
#define	MlpSetRGBProfile		MlpSetRGBProfileA
#define	MlpSetCMYKProfile		MlpSetCMYKProfileA
#define	MlpSetGrayProfile		MlpSetGrayProfileA
#define	MlpMlpSetStampFile		MlpMlpSetStampFileA
#define	MlpMlpSetStampData		MlpMlpSetStampDataA
#define	MlpSetStampFile			MlpSetStampFileA
#define	MlpSetStampData			MlpSetStampDataA
#define	MlpPaintStampFile		MlpPaintStampFileA
#define	MlpPaintStampData		MlpPaintStampDataA
#define	MlpPaintStampName		MlpPaintStampNameA
#define	MlpPaintStampNamePos	MlpPaintStampNamePosA
#define	MlpSavePDF				MlpSavePDFA
#endif

#ifdef	__cplusplus
extern "C" {
#endif

/*初期化*/
MLPAPI int WINAPI MlpInitializeA(const char *license);
MLPAPI int WINAPI MlpInitializeW(const wchar_t *license);
MLPAPI void WINAPI MlpUninitialize();
MLPAPI int WINAPI MlpAddLicenseA(const char *license);

/*初期化データ*/
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitFileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitFileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitDataW(const wchar_t *data, int len);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitDataA(const char *data, int len);

/*ライセンス情報*/
MLPAPI void WINAPI MlpShowLicenseInfo();
MLPAPI int WINAPI MlpLicenseInfoStrA(char *licenseStrPtr, int length);
MLPAPI int WINAPI MlpLicenseInfoStrW(wchar_t *licenseStrPtr, int length);
MLPAPI char* WINAPI MlpGetLicenseInfoA();
MLPAPI wchar_t* WINAPI MlpGetLicenseInfoW();


/*オープン*/
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDoc0W(const wchar_t *fileName, const wchar_t *ownerPassword, const wchar_t *userPassword);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDoc0A(const char *fileName, const char *ownerPassword, const char *userPassword);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocW(const wchar_t *fileName, const wchar_t *password);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocA(const char *fileName, const char *password);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenNewDoc(float width, float height, int rotate, void*);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDoc0W(unsigned char *data, size_t length, const wchar_t *owner_pw, const wchar_t *user_pw);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDoc0A(unsigned char *data, size_t length, const char *owner_pw, const char *user_pw);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocW(unsigned char *data, size_t length, const wchar_t *pswd);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocA(unsigned char *data, size_t length, const char *pswd);
MLPAPI void WINAPI MlpCloseDoc();

/*ライブラリ情報*/
MLPAPI int __stdcall MlpGetLibraryInfo(int cmd, ...);

/*文書情報*/
MLPAPI int WINAPI MlpGetDocumentInfo(int cmd, ...);
MLPAPI int WINAPI MlpPageCount();
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageRotation(int pageNum, int *rotate);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageBoundary(int pageNum, int kind, float *userUnit, float *left, float *bottom, float *right, float *top);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageRawBoundary(int pageNum, int kind, float *userUnit, float *left, float *bottom, float *right, float *top);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixel(int pageNum, int *x, int *y);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixelX(int pageNum);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixelY(int pageNum);

/*設定*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicture(int opt, ...);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureSize(int x, int y, int unit);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureResolution(int dpi);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureQuality(int quality);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelX(int x);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelY(int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelXY(int x, int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCanvasSize(int x, int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCanvasOrigin(int org);
MLPAPI int WINAPI MlpSetTiffCompress(int mode);
MLPAPI int WINAPI MlpSetEnableAntialis();
MLPAPI int WINAPI MlpSetDisableAntialis();
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillPathAAEnable();
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillPathAADisable();
MLPAPI int WINAPI MlpSetCid0GlyphMode(int mode);

/*色空間*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureRGB();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureCMYK();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureGray();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureBW();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureDither();

/*カラープロファイル*/
MLPAPI int WINAPI MlpUseCMS();
MLPAPI int WINAPI MlpUnuseCMS();
MLPAPI int WINAPI MlpSetRGBProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetRGBProfileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCMYKProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCMYKProfileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetGrayProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetGrayProfileA(const char *fileName);

/*画像化*/
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictW(int pageNumber, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictA(int pageNumber, const char *outputFilePath);

/*スタンプ*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampFileA(char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampFileW(wchar_t *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampDataA(char* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampDataW(wchar_t* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStamp();
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampFileA(char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampFileW(wchar_t *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampDataA(char* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampDataW(wchar_t* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNameA(char *name);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNameW(wchar_t *name);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNamePosA(char *name, float x_pos, float y_pos);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNamePosW(wchar_t *name, float x_pos, float y_pos);
MLPAPI int WINAPI MlpClearStampBoundary();
MLPAPI int WINAPI MlpGetStampBoundary(float *x_pos, float *y_pos, float *width, float *height);

/*PDFデータ*/
MLPAPI int WINAPI MlpRemoveMetadata();
MLPAPI int WINAPI MlpSavePDFA(char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpSavePDFW(wchar_t *filePath);

#ifdef	__cplusplus
}
#endif




include/PdfStructure.h
/*
**	PdfStructure DLL Header
**		version 1.10.1
**
** Copyright(c) 2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
*/

#pragma once

#include <Windows.h>

#define MLPAPI __declspec(dllimport)
#ifdef	WINAPI
#undef	WINAPI
#endif
#define	WINAPI	__stdcall

#include "MlpError.h"
#include "MlpDeclaration.h"

#ifdef	_UNICODE
#define	MlpInitialize			MlpInitializeW
#define	MlpAddLicense			MlpAddLicenseW
#define	MlpLicenseInfoStr		MlpLicenseInfoStrW
#define	MlpGetLicenseInfo		MlpGetLicenseInfoW
#define	MlpLoadInitFile			MlpLoadInitFileW
#define	MlpLoadInitData			MlpLoadInitDataW
#define	MlpOpenDoc				MlpOpenDocW
#define	MlpOpenDocUsage			MlpOpenDocUsageW
#define	MlpValidateOwnerPassword	MlpValidateOwnerPasswordW
#define	MlpValidateUserPassword		MlpValidateUserPasswordW
#define	MlpOpenMemDoc			MlpOpenMemDocW
#define	MlpOpenMemDocUsage		MlpOpenMemDocUsageW
#define	MlpSetImageWatermark	MlpSetImageWatermarkW
#define	MlpSetFillTextWatermark	MlpSetFillTextWatermarkW
#define	MlpSetStrokeTextWatermark	MlpSetStrokeTextWatermarkW
#define	MlpCreatePict			MlpCreatePictW
#define	MlpCreatePictData		MlpCreatePictDataW
#define	MlpPageToPict			MlpPageToPictW
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffW
#define	MlpCreateTiffRange		MlpCreateTiffRangeW
#define	MlpCreateTiffMulti		MlpCreateTiffMultiW
#define	MlpRangeToTiff			MlpRangeToTiffW
#define	MlpMultiPageToTiff		MlpMultiPageToTiffW
#define MlpCreatePDF			MlpCreatePDFW
#define MlpCreatePDFFile		MlpCreatePDFFileW
#define MlpCreatePDFArray		MlpCreatePDFArrayW
#define MlpAddToPDF				MlpAddToPDFW
#define	MlpSetRGBProfile		MlpSetRGBProfileW
#define	MlpSetCMYKProfile		MlpSetCMYKProfileW
#define	MlpSetGrayProfile		MlpSetGrayProfileW
#define MlpSetDefaultFont		MlpSetDefaultFontW
#define MlpSetAlternateFont		MlpSetAlternateFontW
#define MlpSetAlternateFont2	MlpSetAlternateFont2W
#define MlpSetAlternateFontEx	MlpSetAlternateFontExW
#define	MlpPanelToFile			MlpPanelToFileW
#define	MlpPaintRectToPanel2	MlpPaintRectToPanel2W
#define	MlpSetStampFile			MlpSetStampFileW
#define	MlpSetStampData			MlpSetStampDataW
#define	MlpPaintStampFile		MlpPaintStampFileW
#define	MlpPaintStampData		MlpPaintStampDataW
#define	MlpPaintStampName		MlpPaintStampNameW
#define	MlpPaintStampNamePos	MlpPaintStampNamePosW
#define	MlpSavePDF				MlpSavePDFW
#else
#define	MlpInitialize			MlpInitializeA
#define	MlpAddLicense			MlpAddLicenseA
#define	MlpLicenseInfoStr		MlpLicenseInfoStrA
#define	MlpGetLicenseInfo		MlpGetLicenseInfoA
#define	MlpLoadInitFile			MlpLoadInitFileA
#define	MlpLoadInitData			MlpLoadInitDataA
#define	MlpOpenDoc				MlpOpenDocA
#define	MlpOpenDocUsage			MlpOpenDocUsageA
#define	MlpValidateOwnerPassword	MlpValidateOwnerPasswordA
#define	MlpValidateUserPassword		MlpValidateUserPasswordA
#define	MlpOpenMemDoc			MlpOpenMemDocA
#define	MlpOpenMemDocUsage		MlpOpenMemDocUsageA
#define	MlpSetImageWatermark	MlpSetImageWatermarkA
#define	MlpSetFillTextWatermark	MlpSetFillTextWatermarkA
#define	MlpSetStrokeTextWatermark	MlpSetStrokeTextWatermarkA
#define	MlpCreatePict			MlpCreatePictA
#define	MlpCreatePictData		MlpCreatePictDataA
#define	MlpPageToPict			MlpPageToPictA
#define	MlpConvertToTiff		MlpConvertToTiffA
#define	MlpCreateTiffRange		MlpCreateTiffRangeA
#define	MlpCreateTiffMulti		MlpCreateTiffMultiA
#define	MlpRangeToTiff			MlpRangeToTiffA
#define	MlpMultiPageToTiff		MlpMultiPageToTiffA
#define MlpCreatePDF			MlpCreatePDFA
#define MlpCreatePDFFile		MlpCreatePDFFileA
#define MlpCreatePDFArray		MlpCreatePDFArrayA
#define MlpAddToPDF				MlpAddToPDFA
#define	MlpSetRGBProfile		MlpSetRGBProfileA
#define	MlpSetCMYKProfile		MlpSetCMYKProfileA
#define	MlpSetGrayProfile		MlpSetGrayProfileA
#define MlpSetDefaultFont		MlpSetDefaultFontA
#define MlpSetAlternateFont		MlpSetAlternateFontA
#define MlpSetAlternateFont2	MlpSetAlternateFont2A
#define MlpSetAlternateFontEx	MlpSetAlternateFontExA
#define	MlpPanelToFile			MlpPanelToFileA
#define	MlpPaintRectToPanel2	MlpPaintRectToPanel2A
#define	MlpSetStampFile			MlpSetStampFileA
#define	MlpSetStampData			MlpSetStampDataA
#define	MlpPaintStampFile		MlpPaintStampFileA
#define	MlpPaintStampData		MlpPaintStampDataA
#define	MlpPaintStampName		MlpPaintStampNameA
#define	MlpPaintStampNamePos	MlpPaintStampNamePosA
#define	MlpSavePDF				MlpSavePDFA
#endif

#ifdef	__cplusplus
extern "C" {
#endif

/*初期化*/
MLPAPI int WINAPI MlpInitializeA(const char *license);
MLPAPI int WINAPI MlpInitializeW(const wchar_t *license);
MLPAPI void WINAPI MlpUninitialize();
MLPAPI int WINAPI MlpAddLicenseA(const char *license);

/*ライセンス情報*/
MLPAPI void WINAPI MlpShowLicenseInfo();
MLPAPI int WINAPI MlpLicenseInfoStrA(char *licenseStrPtr, int length);
MLPAPI char* WINAPI MlpGetLicenseInfoA();
MLPAPI wchar_t* WINAPI MlpGetLicenseInfoW();

/*初期化データ*/
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitFileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitFileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitDataW(const wchar_t *data, int len);
MLPAPI int WINAPI MlpLoadInitDataA(const char *data, int len);

/*オープン*/
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDoc0W(const wchar_t *fileName, const wchar_t *ownerPassword, const wchar_t *userPassword);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDoc0A(const char *fileName, const char *ownerPassword, const char *userPassword);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocW(const wchar_t *fileName, const wchar_t *password);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocA(const char *fileName, const char *password);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenNewDoc(float width, float height, int rotate, void*);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocUsageW(const wchar_t *fileName, const wchar_t *password, int usage);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenDocUsageA(const char *fileName, const char *password, int usage);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDoc0W(unsigned char *data, size_t length, const wchar_t *owner_pw, const wchar_t *user_pw);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDoc0A(unsigned char *data, size_t length, const char *owner_pw, const char *user_pw);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocW(unsigned char *data, size_t length, const wchar_t *password);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocA(unsigned char *data, size_t length, const char *password);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocUsageW(unsigned char *data, size_t len, const wchar_t *password, int usage);
MLPAPI int WINAPI MlpOpenMemDocUsageA(unsigned char *data, size_t len, const char *password, int usage);
MLPAPI void WINAPI MlpCloseDoc();

/*ライブラリ情報*/
MLPAPI int __stdcall MlpGetLibraryInfo(int cmd, ...);

/*文書情報*/
MLPAPI int WINAPI MlpGetDocumentInfo(int cmd, ...);
MLPAPI int WINAPI MlpPageCount();
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageRotation(int pageNum, int *rotate);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageBoundary(int pageNum, int kind, float *userUnit, float *left, float *bottom, float *right, float *top);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPageRawBoundary(int pageNum, int kind, float *userUnit, float *left, float *bottom, float *right, float *top);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixel(int pageNum, int *x, int *y);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixelX(int pageNum);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPicturePixelY(int pageNum);
MLPAPI int WINAPI MlpGetMetadata(unsigned char **metadata);
MLPAPI int WINAPI MlpGetCid0GlyphMode();
MLPAPI int WINAPI MlpPrintRestriction();

/*設定*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicture(int opt, ...);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureSize(int x, int y, int unit);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureResolution(int dpi);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureQuality(int quality);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelX(int x);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelY(int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetPicturePixelXY(int x, int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCanvasSize(int x, int y);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCanvasOrigin(int org);
MLPAPI int WINAPI MlpSetTiffCompress(int mode);
MLPAPI int WINAPI MlpSetEnableAntialis();
MLPAPI int WINAPI MlpSetDisableAntialis();
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillPathAAEnable();
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillPathAADisable();
MLPAPI int WINAPI MlpSetCid0GlyphMode(int mode);

/*色空間*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureRGB();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureCMYK();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureGray();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureBW();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureDither();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureFaxG3();
MLPAPI int WINAPI MlpSetPictureFaxG4();

/*カラープロファイル*/
MLPAPI int WINAPI MlpUseCMS();
MLPAPI int WINAPI MlpUnuseCMS();
MLPAPI int WINAPI MlpSetRGBProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetRGBProfileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCMYKProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetCMYKProfileA(const char *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetGrayProfileW(const wchar_t *fileName);
MLPAPI int WINAPI MlpSetGrayProfileA(const char *fileName);

/*パスワード*/
MLPAPI int WINAPI MlpValidateOwnerPasswordA(const char *pass);
MLPAPI int WINAPI MlpValidateOwnerPasswordW(const wchar_t *pass);
MLPAPI int WINAPI MlpValidateUserPasswordA(const char *pass);
MLPAPI int WINAPI MlpValidateUserPasswordW(const wchar_t *pass);

/*コールバック*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetCallbackFunc(int mode, int opt, void *function);

/*フォント*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetDefaultFontW(const wchar_t *defaultFont);
MLPAPI int WINAPI MlpSetDefaultFontA(const char *defaultFont);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontA(const char *org, const char *alt, int always);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFont2W(const wchar_t *org, const wchar_t *alt, const wchar_t *weight, const wchar_t *style, int always, int replace);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFont2A(const char *org, const char *alt, const char *weight, const char *style, int always, int replace);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontExW(const wchar_t *org, const wchar_t *alt, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_style, int alt_variant, int weight, int italic, Matrix *trm);
MLPAPI int WINAPI MlpSetAlternateFontExA(const char *org, const char *alt, int always, int replace, int replace_on_render2, int alt_bold, int alt_style, int alt_variant, int weight, int italic, Matrix *trm);

/*ウォーターマーク*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetImageWatermarkW(const wchar_t *fileName, int x_position, int y_position, int z_position, float x_scale, float y_scale, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetImageWatermarkA(const char *fileName, int x_position, int y_position, int z_position, float x_scale, float y_scale, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillTextWatermarkW(const wchar_t *text, const wchar_t *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const wchar_t *colorName, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetFillTextWatermarkA(const char *text, const char *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const char *colorName, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStrokeTextWatermarkW(const wchar_t *text, const wchar_t *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const wchar_t *colorName, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStrokeTextWatermarkA(const char *text, char const *fontName, int x_position, int y_position, int z_position, float fontSize, const char *colorName, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpClearWatermarkData();

/*画像化*/
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictW(int pageNumber, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictA(int pageNumber, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictDataW(int pageNumber, const wchar_t *outputFormat, unsigned int *len, unsigned char **datap);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictDataA(int pageNumber, const char *outputFormat, unsigned int *len, unsigned char **datap);
MLPAPI int WINAPI MlpPageToPictW(int pageNumber, int dpi, int quality, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPageToPictA(int pageNumber, int dpi, int quality, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpConvertToTiffW(const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpConvertToTiffA(const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffRangeW(int startPageNumber, int endPageNumber, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffRangeA(int startPageNumber, int endPageNumber, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffMultiW(const wchar_t *pageList, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpCreateTiffMultiA(const char *pageList, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpRangeToTiffW(int startPageNumber, int endPageNumber, int dpi, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpRangeToTiffA(int startPageNumber, int endPageNumber, int dpi, const char *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpMultiPageToTiffW(const wchar_t *pageList, int dpi, const wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int WINAPI MlpMultiPageToTiffA(const char *pageList, int dpi, const char *outputFilePath);

/*ラスタライズドPDF*/
MLPAPI int __stdcall MlpCreatePDFW(int pageNum, int img_dpi, int img_quality, wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int __stdcall MlpCreatePDFA(int pageNum, int img_dpi, int img_quality, char *outputFilePath);
MLPAPI int __stdcall MlpCreatePDFFileW(int img_dpi, int img_quality, wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int __stdcall MlpCreatePDFFileA(int img_dpi, int img_quality, char *outputFilePath);
MLPAPI int __stdcall MlpCreatePDFArrayW(int *arry_page, int arry_len, int img_dpi, int img_quality, wchar_t *outputFilePpath);
MLPAPI int __stdcall MlpCreatePDFArrayA(int *arry_page, int arry_len, int img_dpi, int img_quality, char *outputFilePpath);
MLPAPI int __stdcall MlpAddToPDFW(int pageNum, int img_dpi, int img_quality, wchar_t *outputFilePath);
MLPAPI int __stdcall MlpAddToPDFA(int pageNum, int img_dpi, int img_quality, char *outputFilePath);

/*画像データ化*/
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictBufPage(int pageNumber, unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictBufPageRange(int firstPageNumber, int lastPageNumber);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictBufPageArray(int PageNumberArray[], int length);
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePictMem(int pageNumber);

/*画像データ取得と開放*/
MLPAPI int WINAPI MlpGetPictFromMem(unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPictFromMemIndex(int index, unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors, int *pageNumber);
MLPAPI int WINAPI MlpGetPictFromMemPage(int pageNumber, unsigned char **pixels, int *width, int *height, int *nOfColors);
MLPAPI int WINAPI MlpFreePictMem();

/*レイヤー(OCG)*/
MLPAPI int WINAPI MlpGetOcgCount();
MLPAPI int WINAPI MlpGetOcgUsage(MlpOcgUsage *data[]);
MLPAPI int WINAPI MlpSetOcgState(MlpOcgData data[]);
MLPAPI int WINAPI MlpSetOcgStateU(MlpOcgUsage data[]);

/*Text Widget*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetTextWidgetMultilineFontSize(float size);
MLPAPI float WINAPI MlpGetTextWidgetMultilineFontSize();
MLPAPI int WINAPI MlpSetTextWidgetMultilineUseLastSize(int use);
MLPAPI int WINAPI MlpGetTextWidgetMultilineUseLastSize();

/* パネル */
MLPAPI int WINAPI MlpCreatePanel(int width, int height, int colorspace);
MLPAPI int WINAPI MlpClearPanel();
MLPAPI int WINAPI MlpFreePanel();
MLPAPI int WINAPI MlpPanelToFileA(const char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPanelToFileW(const wchar_t *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpMemPictToPanel(int x, int y, float alpha);
MLPAPI int WINAPI MlpMemPictToPanelBBox(int panel_xpos, int panel_ypos, float alpha, int bbox_xpos, int bbox_ypos, int bbox_width, int bbox_height);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintRectToPanel(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, unsigned char color[]);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintRectToPanel2A(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, char *color);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintRectToPanel2W(int xpos, int ypos, int width, int height, int lineWidth, wchar_t *color);

/*スタンプ*/
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampFileA(char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampFileW(wchar_t *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampDataA(char* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpSetStampDataW(wchar_t* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStamp();
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampFileA(char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampFileW(wchar_t *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampDataA(char* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampDataW(wchar_t* data, unsigned int length);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNameA(char *id);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNameW(wchar_t *id);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNamePosA(char *id, float x_pos, float y_pos);
MLPAPI int WINAPI MlpPaintStampNamePosW(wchar_t *id, float x_pos, float y_pos);
MLPAPI int WINAPI MlpClearStampBoundary();
MLPAPI int WINAPI MlpGetStampBoundary(float *x_pos, float *y_pos, float *width, float *height);

/*PDFデータ*/
MLPAPI int WINAPI MlpRemoveMetadata();
MLPAPI int WINAPI MlpSavePDFA(char *filePath);
MLPAPI int WINAPI MlpSavePDFW(wchar_t *filePath);


#ifdef	__cplusplus
}
#endif




libs/PdfStamperNET.dll


libs/PdfStructureNET.dll


libs/x64/PdfStructure.dll


libs/x64/PdfStructure.lib






PdfStructure.dll





PdfStructure.dll





PdfStructure.dll





PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






libs/x86/PdfStructure.dll


libs/x86/PdfStructure.lib






PdfStructure.dll





PdfStructure.dll





PdfStructure.dll





PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.012






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.008






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.0






PdfStructure.dll

0.008707483






PdfStructure.dll

0.0






sampes/C#/Stamp1/App.config
 
      
         
    




sampes/C#/Stamp1/Properties/AssemblyInfo.cs
using System.Reflection;
using System.Runtime.CompilerServices;
using System.Runtime.InteropServices;

// アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。
// アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
// これらの属性値を変更してください。
[assembly: AssemblyTitle("Stamp")]
[assembly: AssemblyDescription("")]
[assembly: AssemblyConfiguration("")]
[assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyProduct("Stamp")]
[assembly: AssemblyCopyright("Copyright © 2020 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyTrademark("")]
[assembly: AssemblyCulture("")]

// ComVisible を false に設定すると、その型はこのアセンブリ内で COM コンポーネントから 
// 参照不可能になります。COM からこのアセンブリ内の型にアクセスする場合は、
// その型の ComVisible 属性を true に設定してください。
[assembly: ComVisible(false)]

// このプロジェクトが COM に公開される場合、次の GUID が typelib の ID になります
[assembly: Guid("2a08afaf-562b-4e9f-ae0d-1e7fe496ade5")]

// アセンブリのバージョン情報は次の 4 つの値で構成されています:
//
//      メジャー バージョン
//      マイナー バージョン
//      ビルド番号
//      Revision
//
// すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
// 既定値にすることができます:
// [assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]
[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")]
[assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")]




sampes/C#/Stamp1/Stamp.cs
//
// Stamper Sample
//
// Copyright (c) 2020-2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
//

using System;
using PDFTools.PDFStructure;

namespace Stamp
{
	class Stamp
	{
		static void Main(string[] args)
		{
			//インスタンス生成
			Stamper stmp = new Stamper();

			//初期化
			if (stmp.Initialize("0-0372-5WERR0W0H22E") != 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: Initialize");
				Environment.Exit(1);
			}
			stmp.ShowLicenseInfo();

			//初期化ファイル
			if (stmp.LoadInitFile("../../../../xml/init.xml") != 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: LoadInitFile");
			}

			//オープン
			if (stmp.OpenDoc("../../../../../doc/PDF Stamper 説明書.pdf", null) != 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: LoadInitFile");
				goto end_proc;
			}

			//スタンプ
			int res = 0;
			res = stmp.PaintStampName("Tanaka");
//			res = stmp.PaintStampName("Suzuki");
//			res = stmp.PaintStampName("Image");
//			res = stmp.PaintStampName("Tesigawara");
//			res = stmp.PaintStampName("Kakuin");
//			res = stmp.PaintStampName("Kenin");
//			res = stmp.PaintStampName("Maruin");
// 			res = stmp.PaintStampName("Moji");
            if (res < 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: PaintStampName");
			}

			//PDF出力
			stmp.SavePDF("out.pdf");

			//画像出力
			stmp.CreatePict(1, "out.png");

			//クローズ
			stmp.CloseDoc();

			//終了
			end_proc:
			stmp.Uninitialize();
		}
	}
}





sampes/C#/Stamp1/Stamp.csproj
 
   
   
     Debug
     AnyCPU
     {2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}
     Exe
     Properties
     Stamp
     Stamp
     v4.5.2
     512
     true
  
   
     x86
     true
     full
     false
     bin\Debug\
     DEBUG;TRACE
     prompt
     4
  
   
     AnyCPU
     pdbonly
     true
     bin\Release\
     TRACE
     prompt
     4
  
   
     
       ..\..\..\libs\PdfStampNET.dll
    
     
     
     
     
     
     
     
     
  
   
     
     
  
   
     
  
   
  




sampes/C#/Stamp1/Stamp.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "Stamp", "Stamp.csproj", "{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|Any CPU = Debug|Any CPU
		Release|Any CPU = Release|Any CPU
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Debug|Any CPU.ActiveCfg = Debug|Any CPU
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Debug|Any CPU.Build.0 = Debug|Any CPU
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Release|Any CPU.ActiveCfg = Release|Any CPU
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Release|Any CPU.Build.0 = Release|Any CPU
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sampes/C#/Stamp2/App.config
 
      
         
    




sampes/C#/Stamp2/Properties/AssemblyInfo.cs
using System.Reflection;
using System.Runtime.CompilerServices;
using System.Runtime.InteropServices;

// アセンブリに関する一般情報は以下の属性セットをとおして制御されます。
// アセンブリに関連付けられている情報を変更するには、
// これらの属性値を変更してください。
[assembly: AssemblyTitle("Stamp")]
[assembly: AssemblyDescription("")]
[assembly: AssemblyConfiguration("")]
[assembly: AssemblyCompany("株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyProduct("Stamp")]
[assembly: AssemblyCopyright("Copyright © 2020 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム")]
[assembly: AssemblyTrademark("")]
[assembly: AssemblyCulture("")]

// ComVisible を false に設定すると、その型はこのアセンブリ内で COM コンポーネントから 
// 参照不可能になります。COM からこのアセンブリ内の型にアクセスする場合は、
// その型の ComVisible 属性を true に設定してください。
[assembly: ComVisible(false)]

// このプロジェクトが COM に公開される場合、次の GUID が typelib の ID になります
[assembly: Guid("2a08afaf-562b-4e9f-ae0d-1e7fe496ade5")]

// アセンブリのバージョン情報は次の 4 つの値で構成されています:
//
//      メジャー バージョン
//      マイナー バージョン
//      ビルド番号
//      Revision
//
// すべての値を指定するか、下のように '*' を使ってビルドおよびリビジョン番号を 
// 既定値にすることができます:
// [assembly: AssemblyVersion("1.0.*")]
[assembly: AssemblyVersion("1.0.0.0")]
[assembly: AssemblyFileVersion("1.0.0.0")]




sampes/C#/Stamp2/Stamp.cs
//
// Stamper Sample
//
// Copyright (c) 2020-2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
//

using System;
using PDFTools.PDFStructure;

namespace Stamp
{
   class Stamp
	{
 
		static string xml = @"
<?xml version=""1.0"" encoding=""utf-8"" ?>
<pdfstamp xmlns = ""http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp/"" >
	< stamp name=""Suzuki"" pos=""10 50"" layer=""annot"" alpha=""1"" blendmode=""Normal"" page=""1""
		creation=""2020/4/1 9:0:0"" creator=""サンプル株式会社"" subject=""承認済み"" >
		<text value = ""鈴木"" font-name=""MS Gothic"" color=""0 .75 .75 0"" wmode=""vertical""
			char-space="".3"" expand=""1.2 .5"" font-size=""10.5"" />
	<border color = ""0 .75 .75 0"" corner=""max"" width=""0.5"" clip=""true"" />
	</stamp>
</pdfstamp>";

		static void Main(string[] args)
		{

			//インスタンス生成
			Stamper stmp = new Stamper();

			//初期化
			if (stmp.Initialize("ライセンスキー") != 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: Initialize");
				Environment.Exit(1);
			}
			stmp.ShowLicenseInfo();

#if false
			//初期化ファイル
			if (stmp.LoadInitFile("../../../../xml/init.xml") != 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: LoadInitFile");
			}
#endif

			//オープン
			if (stmp.OpenDoc("in.pdf", null) != 0)
			{
				Console.WriteLine("ERROR: LoadInitFile");
				goto end_proc;
			}

			//スタンプ
			int res;
#if false
			stmp.SetStampFile("../../../../xml/stamp.xml");
//			res = stmp.PaintStamp();
			res = stmp.PaintStampName("Tanaka");
//			res = stmp.PaintStampName("Suzuki");
//			res = stmp.PaintStampName("Image");
//			res = stmp.PaintStampName("Tesigawara");
//			res = stmp.PaintStampName("Kakuin");
//			res = stmp.PaintStampName("Kenin");
//			res = stmp.PaintStampName("Maruin");
//			res = stmp.PaintStampName("Moji");
			if(res < 0)
			{
				Console.WriteLine($"ERROR: PaintStampName({res})");
			}
#else
			res = stmp.PaintStampFile("../../../../xml/tanaka.xml");
//			res = stmp.PaintStampData(xml);
			if(res < 0)
			{
				Console.WriteLine($"ERROR: PaintStamp({res})");
			}
#endif

			//PDF出力
			stmp.SavePDF("out.pdf");

			//画像出力
			stmp.CreatePict(1, "out.png");

			//クローズ
			stmp.CloseDoc();

			//終了
			end_proc:
			stmp.Uninitialize();
		}
	}
}




sampes/C#/Stamp2/Stamp.csproj
 
   
   
     Debug
     AnyCPU
     {2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}
     Exe
     Properties
     Stamp
     Stamp
     v4.5.2
     512
     true
  
   
     x64
     true
     full
     false
     bin\Debug\
     DEBUG;TRACE
     prompt
     4
  
   
     AnyCPU
     pdbonly
     true
     bin\Release\
     TRACE
     prompt
     4
  
   
     
       ..\..\..\libs\PdfStampNET.dll
    
     
     
     
     
     
     
     
     
  
   
     
     
  
   
     
  
   
  




sampes/C#/Stamp2/Stamp.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{FAE04EC0-301F-11D3-BF4B-00C04F79EFBC}") = "Stamp", "Stamp.csproj", "{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|Any CPU = Debug|Any CPU
		Release|Any CPU = Release|Any CPU
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Debug|Any CPU.ActiveCfg = Debug|Any CPU
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Debug|Any CPU.Build.0 = Debug|Any CPU
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Release|Any CPU.ActiveCfg = Release|Any CPU
		{2A08AFAF-562B-4E9F-AE0D-1E7FE496ADE5}.Release|Any CPU.Build.0 = Release|Any CPU
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sampes/C/Stamp1/Stamp.c
/*
**	Stamp
**
** Copyright (C) 2020-2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
*/

#include <stdio.h>
#include <tchar.h>
#include "PdfStamper.h"

#pragma comment(lib,"PdfStructure.lib")

int main()
{
	int res;

	/*初期化*/
	res = MlpInitialize(TEXT("0-0372-5WERR0W0H22E"));
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpInitialize\n");
		return 1;
	}

	/*初期化ファイル*/
	res = MlpLoadInitFile(TEXT("../../xml/init.xml"));
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpLoadInitFile\n");
		return 2;
	}

	/*オープン*/
	res = MlpOpenDoc(TEXT("../../../doc/PDF Stamper 説明書.pdf"), NULL);
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpOpenDoc\n");
		return 3;
	}

	/*スタンプ*/
	res = MlpPaintStampName(TEXT("Tanaka"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Suzuki"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Image"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Tesigawara"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Kakuin"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Kenin"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Maruin"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Moji"));
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpSetStampName(%d)\n", res);
	}

	/*PDF出力*/
	res = MlpSavePDF(TEXT("out.pdf"));

	/*画像出力*/
	MlpCreatePict(1, TEXT("out.png"));

	/*クローズ*/
	MlpCloseDoc();

	/*終了*/
	MlpUninitialize();

	return 0;
}




sampes/C/Stamp1/Stamp.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "Stamp", "Stamp.vcxproj", "{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Debug|x86 = Debug|x86
		Release|x64 = Release|x64
		Release|x86 = Release|x86
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x86.ActiveCfg = Debug|Win32
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x86.Build.0 = Debug|Win32
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x86.ActiveCfg = Release|Win32
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x86.Build.0 = Release|Win32
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal




sampes/C/Stamp1/Stamp.vcxproj
 
   
     
       Debug
       Win32
    
     
       Release
       Win32
    
     
       Debug
       x64
    
     
       Release
       x64
    
  
   
     {1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}
     Win32Proj
     Stamp
     8.1
  
   
   
     Application
     true
     v140
     Unicode
  
   
     Application
     false
     v140
     true
     Unicode
  
   
     Application
     true
     v140
     Unicode
  
   
     Application
     false
     v140
     true
     Unicode
  
   
   
  
   
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
     
  
   
   
     true
  
   
     true
  
   
     false
  
   
     false
  
   
     
       
      
       Level3
       Disabled
       WIN32;_DEBUG;_CONSOLE;%(PreprocessorDefinitions)
       ../../../include/
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sampes/C/Stamp2/Stamp.c
/*
**	Stamp
**
** Copyright (C) 2020-2022 株式会社トラスト・ソフトウェア・システム
*/

#include <stdio.h>
#include <tchar.h>
#include "PdfStamper.h"

#pragma comment(lib,"PdfStructure.lib")

TCHAR *xml = 
TEXT("<?xml version=\"1.0\" ?>")
TEXT("<pdfstamp xmlns=\"http://www.trustss.co.jp/2019/PDFStamp/\">")
TEXT(	"<stamp name=\"Suzuki\" pos=\"10 50\" layer=\"annotation\" alpha=\"1\" blendmode=\"Normal\" page=\"1\" ")
TEXT(		"creation=\"2020/4/1 9:0:0\" modification=\"2020/4/1 9:0:0\" creator=\"サンプル株式会社\" subject=\"承認済み\" >")
TEXT(		"<text value=\"鈴木\" font-name=\"MS Gothic\" color=\"0 .75 .75 0\" wmode=\"vertical\" ")
TEXT(			"char-space=\"0.3\" expand=\"1.2 .5\" font-size=\"10.5\" />")
TEXT(		"<border color=\"0 .75 .75 0\" corner=\"max\" width=\"0.5\" clip=\"true\" />")
TEXT(	"</stamp>")
TEXT("</pdfstamp>");

int main()
{
	int res;

	/*初期化*/
	res = MlpInitialize(TEXT("ライセンスキー"));
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpInitialize\n");
		return 1;
	}

#if 0
	/*初期化ファイル*/
	res = MlpLoadInitFile(TEXT("../../xml/init.xml"));
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpLoadInitFile\n");
		return 2;
	}
#endif

	/*オープン*/
	res = MlpOpenDoc(TEXT("in.pdf"), NULL);
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpOpenDoc\n");
		return 3;
	}

	/*スタンプ*/
#if 0
	res = MlpSetStampFile(TEXT("../../xml/stamp.xml"));
//	res = MlpPaintStamp();
	res = MlpPaintStampName(TEXT("Tanaka"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Suzuki"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Image"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Tesigawara"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Kakuin"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Kenin"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Maruin"));
//	res = MlpPaintStampName(TEXT("Moji"));
	if (res) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpPaintStampName(%d)\n", res);
	}
#else
	res = MlpPaintStampFile(TEXT("../../xml/Tanaka.xml"));
//	res = MlpPaintStampData(xml, (unsigned int)_tcslen(xml));
	if (res < 0) {
		fprintf(stderr, "ERROR: MlpPaintStampFile(%d)\n", res);
	}
#endif

	/*PDF出力*/
	res = MlpSavePDF(TEXT("out.pdf"));

	/*画像出力*/
	MlpCreatePict(1, TEXT("out.png"));

	/*クローズ*/
	MlpCloseDoc();

	/*終了*/
	MlpUninitialize();

	return 0;
}




sampes/C/Stamp2/Stamp.sln

Microsoft Visual Studio Solution File, Format Version 12.00
# Visual Studio 14
VisualStudioVersion = 14.0.25420.1
MinimumVisualStudioVersion = 10.0.40219.1
Project("{8BC9CEB8-8B4A-11D0-8D11-00A0C91BC942}") = "Stamp", "Stamp.vcxproj", "{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}"
EndProject
Global
	GlobalSection(SolutionConfigurationPlatforms) = preSolution
		Debug|x64 = Debug|x64
		Debug|x86 = Debug|x86
		Release|x64 = Release|x64
		Release|x86 = Release|x86
	EndGlobalSection
	GlobalSection(ProjectConfigurationPlatforms) = postSolution
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x64.ActiveCfg = Debug|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x64.Build.0 = Debug|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x86.ActiveCfg = Debug|Win32
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Debug|x86.Build.0 = Debug|Win32
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x64.ActiveCfg = Release|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x64.Build.0 = Release|x64
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x86.ActiveCfg = Release|Win32
		{1E321D89-96E3-4D0D-A410-EB7D2F638905}.Release|x86.Build.0 = Release|Win32
	EndGlobalSection
	GlobalSection(SolutionProperties) = preSolution
		HideSolutionNode = FALSE
	EndGlobalSection
EndGlobal
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